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例  言

1.本書は平成 9年度に実施 した長野県上水内郡信濃町大字野尻に所在する星光山荘 A遺跡、貫ノ木遺跡の発

掘調査の内容を記録 した報告書である。

2.星光山荘 A遺跡と貫ノ木遺跡の発掘調査は、帝国石油株式会社による天然ガスパイプライン (新東京 ライ

ン)敷設工事に伴い、信濃町教育委員会が帝国石油株式会社新東京ライン建設部から受託 して実施 した。その

ため、遺跡名に (帝石パイプライン地点)を付 して、今回の調査地点を示す。よって、星光山荘 A遺跡 (帝

石パイプライン地点)、 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)と 表記する。なお、この工事に伴い実施 した上

ノ原遺跡、東裏遺跡、裏ノ山遺跡の発掘調査については既に報告済みである (信濃町教育委員会,2007)。

また、上記 と別地点における貫ノ木遺跡の発掘調査は、国道18号バイパス建築工事に伴 う町道の道路改良工

事に伴い、信濃町教育委員会が株式会社相模組から受託 して実施 した。そのため、貫ノ木遺跡 (97道路改良地

点)と表記する。

3.本書の執筆、編集は渡辺哲也がおこなった。編集の補佐を藤田桂子がおこなった。

4.本調査の出土遺物と調査及び整理作業に係る資料はすべて信濃町教育委員会が保管・管理 している。遺物の

注記記号 は星光山荘 A遺跡 (帝石パイプライン地点)が [97SK]、 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)が

[97KN]、 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)は [97KN(サ )]、 である。 (サ )と は道路改良を請負 った業者が株

式会社相模組であったために用いた略号である。

5.調査にあたり、建設省関東地方建設局長野国道工事事務所 (当時)、 帝国石油株式会社、新 日本製鉄株式会

社、株式会社相模組から多大なるご協力を得た。感謝申し上げる次第である。

1.出土 した石器については器種及び石材名に対 し、略号を用いた。本文中に用いた略号は以下の通 りである。

略号 器種 略号 器種 略号 器種 略号 器種

Kn ナイフ形石器 Tr 台形様石器 TP 有舌尖頭器 Gr 彫器

ES 掻器 Sc 削器 Dr 錐 器 GST 研磨面のある石器

RF 二次加工のある景J片 UF 微細景J離痕のある景J片 CBl 稜付き石刃 Bl 石 刃

Fl 景」片 BCo 石刃石核 Co 石核 Ax 斧形石器

Wh 砥石 Ha 敲石 AH 石鏃 GS 磨石

原石 原石

略号 石材 略号 石材 略号 石材 略号 石材 略号 石材

Ch チ ャー ト An 無斑品質安山岩 Tu 凝灰岩 SS 珪質頁岩 ST 珪質凝灰岩

Ob 黒曜石 Ag 玉髄 GT 緑色凝灰岩 Rh 流紋岩 Ge 下呂石

And 安山岩 Se 蛇紋岩 Sa 砂岩 Ru レキ岩

例

2.石器の計測は下記の図のようにおこな

じている。石器実測図に付 したキャプシ

【背面H側面】【腹面】

幅 厚さ

った。また、石器を説明する際に用いる用語についても下記の図に準

ョンの見方は下記の右側に示 したとおりである。

図番号 ＼
＼＼

1

器種略号一―丁P Ob~石 材

出土層準 /′
Ⅱ 6S‐ 225-一 遺物番号

【断
勇勇/1≧ マヽ調整角

3.発掘時に移植ゴテ等により付けてしまった新 しい景1離面 (ガ ジリ)の部分は、実測図では黒 く塗りつぶ して

表現 した。

4.母岩別分類の石器表面の色は『新版 標準土色帖』 [小山・竹原1967]に基づいている。
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I 調査の概要

1。 調査に至る経緯

星光山荘 A遺跡と貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の発掘調査は帝国石油株式会社による天然ガスパイ

プライン (新東京ライン)敷設工事に伴い実施 した。帝国石油株式会社は昭和37年 (1962)に新潟県内で産出す

る天然ガスを公益事業者である都市ガス事業者に対 し、原料卸供給を目的として管径300mm、 延長304kmの東

京ラインを敷設 し、以来、沿線の新潟、長野、群馬、栃木、埼玉の都市ガス事業者を通 じ、一般家庭を中心に約

40万件へ天然ガスの供給をおこなってきた。 しかし、ガスの需用が増える中、送ガス能力が限界に達 したために、

新たに管径500mmのパイプライン (新東京 ライン)を敷設することになった。その第一期工事 として、新潟県

頸城村 (現在は上越市)の頸城圧力調整所から信濃町柏原の既設東京ライン柏原遮断バルブ付近に接続 し、信濃

町富濃までの延長約55kmを平成 9年末までに完成させたいということであった。

この新東京ラインは建設中の上信越自動車道に沿って敷設される計画であったため、上信越自動車道建設に伴

い実施された長野県埋蔵文化財センター (以下、県埋文センターとする)に よる発掘調査の状況から判断 して、

調査対象となる遺跡とその面積を割 り出し、開発側の工事計画との調整をして、調査の時期と期間を決めた。

信濃町においてこの工事によって調査が必要な遺跡は北から星光山荘 A遺跡、貫ノ木遺跡、上ノ原遺跡、東

裏遺跡、裏ノ山遺跡であった。 この内、本書では星光山荘 A遺跡と貫ノ木遺跡について報告する。なお、上ノ

原遺跡、東裏遺跡、裏ノ山遺跡については報告済みである (信濃町教育委員会,2007)。

貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)は国道18号線から上信越自動車道信濃町インターチェンジヘ向かう国道18号バ

イパス建設に関連 しておこなわれた道路改良に伴って実施 した。住宅地内の道路をバイパスヘすりつけるため、

約 lm程度高さを下げる道路改良が必要 となり、それに伴って事前の発掘調査を実施することになった。

2.調査・整理の体制と期間

発掘調査は平成 9年度に実施 し、出土遺物の水洗、注記などの遺物整理を同年度におこなった。報告書作成に

ついては平成20年～平成21年度におこなった。調査体制及び調査期間は以下の通 りである。
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図 1 調査地の位置 (信濃町役場平成15年 12月 作成 1/25,000地 形図を使用)
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A.発掘調査

事務局 信濃町教育委員会 教育長    小林豊雄

総務教育課長 北村敦博

総務教育係長 北村恭―

総務教育係  中村由克 (野尻湖ナウマンゾウ博物館学芸員)

総務教育係  渡辺哲也

総務教育係  池田昭博

【星光山荘 A遺跡 (帝石パイプライン地点)】

調査期間 :平成 9年 4月 11日 ～同年 4月 17日

調査面積 :270ピ

調査担当 :中村由克

【貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)】

調査期間 :平成 9年 4月 18日 ～同年 6月 25日

調査面積 :520」

調査担当 :中村由克

【貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)】

調査期間 三平成 9年 6月 26日 ～同年 8月 26日

調査面積 :200」

調査担当 :中村由克

調査参加者 :麻田紀子、池田か己子、石田和子、今井美枝子、大久保孝子、荻原敬蔵、落合春人、小日向キ

ヨ子、片山 トヨ、金子 シズイ、金子房江、木下絹江、木下浩一、木村キ ミ子、小林栄子、小林

正義、駒村幸男、佐藤清子、佐藤ユキ子、佐藤儀信、渋沢ユキ子、高野孝司、竹内長子、竹内

ゆき子、万場弘美、東貢、深沢政雄、巻柄恵子、松岡さとみ、松本由美子、横山真理子

B.整理作業

実施期間 :平成 9年 12月 6日 ～平成10年 3月 31日

担当者 :中村由克

整理参加者 (遺物整理):池田か己子、今井美枝子、小 日向キヨ子、佐藤ユ ミ子、長谷川悦子、万場弘美、

松岡さとみ、横山真理子

C.報告書作成

事務局 信濃町教育委員会 教育長    小林豊雄 (平成20年 10月 8日 まで)

静谷一男 (平成20年10月 9日 から)

教育次長   静谷一男 (平成20年 10月 8日 まで)

山縣一郎 (平成20年 10月 9日 から)

生涯学習係長 丸山茂幸

生涯学習係  渡辺哲也

実施期間 :平成20年 4月 1日 ～平成22年 3月 31日

担当者 :渡辺哲也

整理参加者 (報告書作成):藤田桂子

D.調査の経過 (調査日誌抄)

【星光山荘 A遺跡 (帝石パイプライン地点)】

4月 11日  重機による表土景Jぎ。

4月 14日  発掘調査開始。

4月 17日  調査終了。

【貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)】

4月 18日  重機による表土景Jぎ。

4月 21日  発掘調査開始。

5月 8日 バイパスエ事開始に伴いプレハブ移動。

5月 12日  黒色帯まで掘 り下げる。

5月 27日  測量。

6月 3日 測量。
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6月 23日  測量。

6月 25日  測量。調査終了。

【貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)】

6月 26日  重機による表土剥ぎ。

6月 30日  水道本管の部分を残 して発掘調査開始。

7月 7日 水道本管の部分を掘 り下げる。

7月 11日  測量。

7月 15日  北壁の地層観察。

7月 18日  測量。

7月 30日  測量。新 しい部分の重機に与る表土剥ぎ。

8月 11日  測量。

8月 20日  土坑の実測図を作成。

8月 21日  測量。

8月 26日  測量。調査終了。

3.遺跡周辺の環境

A.地理的環境

長野県上水内郡信濃町は長野県の北端に位置 し、新潟県妙高市 と県境を接 している。日本海に面 した海岸平野

の高田平野 と、内陸盆地の長野盆地との間にあたり、西には北か ら妙高、黒姫、飯縄、東には斑尾の 4つ の火山

がそびえている。これらの火山に挟まれた地域には、標高650～ 750mの 起伏に富んだ高原状の台地が広がってい

る。西側の 3つ の火山では、南に位置する飯縄山が最 も古 く、12か ら13万年前には活動を終了 している。黒姫山

は古期の活動が16か ら11万年前で、新期の活動がおよそ 6万年前に活発になり、 3万年前頃には活動が衰えてい

る。妙高山は新期の活動が10万年前頃にはじまり、約6000年前に中央火口丘が形成され、現在に至っている。こ

れら3つ の火山の活発な活動により、各火山体の東側一帯には火山灰層が広 く厚 く分布 している。中部更新統の

火山灰層は20～ 30m、 上部更新統の火山灰層は10m程である。東側の斑尾山は西側の火山よりも古 く、およそ30

万年前には活動を終えていたと考えられている。この斑尾山の西麓に広がる緩やかな起伏の地形を、黒姫火山の

崩壊によって生 じた池尻川岩暦なだれ堆積物がせき止めたことにより、およそ 7万年前に野尻湖の原形が誕生 し

た。現在の野尻湖は面積が3.96kど で、水面の標高が654mで ある。 こうした東西の火山に挟まれて低地帯があり、

主に後期更新世から完新世の湖沼・河川堆積物からなる丘陵、段丘、低湿地などが現在の人びとの居住域 となっ

ている。

野尻湖の水は池尻川から西へ流れ出し、北へ向きを変えて関川に合流 し、日本海へ注 ぐ。長野市戸隠を水源と

する鳥居川は南西方向へ流れ、千曲川と合流 し、信濃川 となって日本海へ注 ぐ。二つの水系の分水嶺は現在の上

信越自動車道信濃町インターチェンジ付近と考えられるが、この辺 りはなだらかな高原状の地形 となっている。

現在人々が暮 らす居住域は標高700m前後の地域で、 日本海側の気候に属すため、冬期は寒冷で多雪、夏期は

比較的冷涼であり、避暑地 としても利用されている。

B.歴史的環境

信濃町は前述のような地形の特徴により、日本海側 と内陸部をつなぐ交通の要所にあたるため、古 くか ら人々

の往来が盛んであった。野尻湖西岸の湖底に広がる立が鼻遺跡はおよそ 4万年前の狩猟 0解体場 (キ ルサイ ト)

と考えられており、ナウマンゾウとそれを追 う旧石器人が往来 したと考えられている。野尻湖周辺には旧石器時

代～縄文時代草創期の遺跡が40ヶ 所あり (図 2)、 その遺跡のまとまりは野尻湖遺跡群と称されている。構成す

る遺跡はそれぞれ面積が広 く、遺物分布の密度 も高い。そのため、野尻湖の西に連なる丘陵上はとぎれることな

く遺跡がつながっているような印象を受けるほどである。近年、上信越自動車道建設や国道18号線の改築工事な

どにより、長野県埋蔵文化財センターや信濃町教育委員会によって多数の遺跡で、広範囲に渡って発掘調査がお

こなわれ、膨大な数の遺物が得 られた。それらの遺物をもとに近年、野尻湖遺跡群の編年が提示されている (谷 ,

2007)。 石器石材や石器製作技術は多様で、そうした石器の内容は、各方面から人々が流入 してきたことをうかが

わせる。

古代では東山道支道が通 り、沼辺駅は野尻にあつたと推定されている。また、江戸時代には北国街道が整備さ

れ、加賀金沢藩の参勤交代や、佐渡からの金銀の運搬など、重要な街道として利用されていた。現在も国道18号

線、上信越自動車道、」R信越本線が通 り、交通の要所であることに変わりはない。また、関川がかつての信濃

と越後の国ざかいとなっていたため、こうした歴史的な地理的条件を備えた地域でもある。中世の山城が多いこ

とも、交通の要所として争奪戦がおこなわれた地であることを物語っている。

-3-



ぃ

、
５
‘

/勇

セ言
1ノデ

0           101

NO. 遺跡名 過去の調査記録 ※( )内 は調査者

1 立が鼻

琵琶島

樅 ヶ崎

杉久保
1962～ 1965野 尻湖発掘 (野),1966駐 車場 (町),1990ト イレ (町 ),

2004個 人住宅 (町)

川久保 1999～ 2000国 道18号野尻バイパス (県 ),2001・ 2002下 水道 (町 )

6 」ヽ丸山

向新田 1982・ 1985陸 上発掘 (野 )

清明台 2006個 人住宅 (町 )

仲 町

1976・ 1979。 1982・ 19910199401998陸 上発掘 (野),1977水 道 (町 ),

1994下水道 (町 ),1999・ 2001個 人住宅 (町),

1999～ 2001国 道18号野尻バイパス (県 。町),2000店舗 (町)

神山北 1993試掘調査 (野)

海端 1992下水道 (町 ),2006倉庫 (町 )

狐久保 1967県道 (町 ),2002・ 2005個 人住宅 (町 )

砂間

神山A
神山 C

照月台
1985陸 上発掘 (野),1997店 舗 (町),1999国 道18号野尻バイパス (県 ),

2006個 人住宅(町 )

貫ノ木

1985。 1988陸 上発掘 (野 ),1991～ 1992保 養施設

1993～ 1995上 信越 自動車道 (県),1997道 路改良

1994～ 1996・ 1999国 道18号野尻バイパス (県),

1994金 氏住宅 (町),1995～ 1997帝 国石油パ イプ

2000個 人住宅 (町 )

町

町
　
　
イ

西岡A
1994～ 1995上 信越自動車道 (県),1994国 道18号野尻バイパス (県 ),

1995帝 国石油パイプライン (町),1996水 生植物園 (町 ),1998道 の駅 (町 )

西岡 B 1993高速道代替地造成 (町),1996電 話アンテナ (町 )

瑞穂 A

大久保南
1985土取り (町),1995・ 1996・ 2007県 道 (町 ),1995上 信越自動車道 (県 ),

1998個人住宅 (町)

※調査者の略号 :(野)一 野尻湖発掘調査団、 (町 )一信濃町教育委員会、 (県 )一長野県埋蔵文化財センター

図 2 野尻湖遺跡群の遺跡と過去の調査

NO. 遺跡名 過去の調査記録 ※( )内 は調査者

上ノ原

1990開 墾 (町 ),1993・ 1996～ 1998町 道 (町),1995店 舗兼住宅 (町),

1994～ 1995上 信越自動車道 (県),1995個 人住宅 (町 ),1995消防署 (町),

1995～ 1997県 道 (町 ),1996交 番 (町 ),1996舗装プラント (町 ),

1997帝 国石油パイプライン (町 ),1998車庫 (町),2006研 究所 (町 ),

2006下 水道 (町)

緑 ヶ丘 2007個 人住宅 (町 )

小丸山公園 1999公 園整備 (町)

東裏

1992・ 199401996・ 1997。 1999町 道 (町 ),1993宅 地造成 (町 ),

1992～ 1993特 別養護老人ホーム (町),1993～ 1995上 信越自動車道 (県 ),

1995県 道 (町),1995。 1996・ 1999。 200202006・ 2007個 人住宅 (町),

1996バ スストップ (町 ),1997帝 国石油パイプライン(町 ),1998病 院改修 (町 ),

1999役 場改修 (町 ),2004事 務所 (町)

伊勢見山 1963学 術調査 (國 學院大學 )

裏ノ山
1994上 信越自動車道(県),1995ス キー場 (町 ),

1997帝 国石油パイプライン (町 )

大平 B 1994上 信越 自動車道 (県)

大平 A
日向林 B 1993～ 1995上 信越 自動車道 (県 ),199401996・ 2004個 人住宅 (町)

七 ッ栗 1993～ 1995上 信越自動車道 (県 ),1994県 道(町),1996町 道 (町 )

柳原 2006学 校 (町)

陣場A

清水東

吹野原 A 1996～ 1997・ 1999～ 2000広 域農道 (町),土 取 り (町),2001県道 (県)

吹野原 B

丸谷地 1989～ 1990町 道 (町),1991資 材置場 (町),1998工 場 (町 )

大道下
1989町 道(町),1990工 場 (町),1991土 取り (町 ),1996埋 立 (町),

2007店 舗 (町 )

星光山荘 B 1995上 信越自動車道 (県)

大平 C
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信濃町には現在までに173ヶ 所の遺跡が知 られている (信濃町教育委員会,2003)が、時代により遺跡数の変

遷にその特徴が見出せる。①旧石器時代の遺跡が集中する。②縄文時代では草創期、早期の遺跡数が多 く、前期

以降の遺跡数は少なくなる。特に中期が少ない。③弥生時代、古墳時代の遺跡数は少なく、平安時代になると遺

跡数が増加する。

4.調査の方法

A.発掘調査

ガスパイプラインの敷設場所は、そのほとんどが上信越自動車道に沿っていたため、上信越自動車道建設に伴っ

て実施された県埋文センターによる発掘調査の結果を参考にし、遺物が多 く出土 した地点の周辺では特に注意を

払って調査 した。ガスパイプラインの敷設範囲は狭小なため、小型のバックホウを使って幅約 2m、 深さ10～ 20

cmで表土景1ぎをおこなった。それより下位は移植ゴテと草かき鎌を使 って手掘 りをおこない、遺物が出土 しな

くなる地層まで掘り下げた。遺物の位置の測定は測量業者に委託 し、光波 トランシットによる単点測量をおこなっ

て、位置及び標高のデータを記録 した。その際には遺物番号 とともに遺物の種別と出土層準のデータを記録 した。

また、発掘調査を実施 した範囲の記録についても測量業者へ委託 した。

B.調査の位置とグリッドの設定

調査位置は測量業者による測量によって国家座

標上に記録 した。座標値は日本測地系による値で

ある。貫ノ木遺跡ではさらに、県埋文センターに

よって設定されたグリッドに準 じてグリッドの設

定をおこなった (図 3)。 県埋文センターでは、

上信越自動車道及び一般国道18号線建設に伴って

おこなわれる発掘調査の範囲全体が収まるように、

200m× 200mの 区画を設定 してお り、貫 ノ木遺

跡の周辺では北西から南東に向かって I～ XIIま

での区画を設定 している (長野県埋蔵文化財セン

ター,1998)。 これを大々区画とし、その中を40m× 40mの 区画を 1区画として、25の 区画に細分 し、それを大

区画と称 している。この大区画を基準とし、遺物はこの大区画で通 し番号をつけた。

5.基本層序

０
０
∞
Ｏ
Ｎ
Ｉ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
卜
劇
―

０
０
Ｎ
卜
Ｎ
Ｉ

200rn

大区画

図 3 グリッドの設定

ここで扱 う3遺跡の土層は、野尻湖発掘調査団 (野尻湖地質グ

ループ,1990)に よる野尻湖周辺の風成の層序で示された土層と

ほぼ同じことが確認できたので、その区分に従い、上の層からロー

マ数字を付け、次のように分層 した (図 4)。 I層 は表土、 Ⅱ層

は柏原黒色火山灰層、Ⅲ層はモヤで、Ⅲaが黒褐色、Ⅲbが暗褐

色を呈する。Ⅳ層は上部野尻ローム層Ⅱ (以下、上部Ⅱと略す)

で、わずかな色調の違いにより、Ⅳa、 Ⅳb、 Ⅳcに分けた。V層

は上部 Ⅱ最下部で、暗黄褐色を呈する。 この層には [ヌ カ I]と

呼ばれる火山灰が含まれるが、 これは広域火山灰の姶良丹沢火山

灰 (AT)に対比されている (野尻湖火山灰グループ,1993)。

Ⅵ層は黒色帯と呼ばれ、暗褐色土が帯状に分布する。Ⅶ層は上部

野尻ローム層 I(以下、上部 Iと 略す)、 Ⅷ層は中部野尻ローム

層Ⅲ (以下、中部Ⅲと略す)で赤色スコリアの層である。Ⅸ層は

中部野尻ローム層Ⅱ (以下、中部Ⅱと略す)、 X層は中部野尻ロー

ム層 I(以下、中部 Iと 略す)で、いずれもスコリアが混入する。

XI層 は下部野尻ローム層Ⅲ (以下、下部Ⅲと略す)である。野

尻湖周辺の層序と包含される遺物の関係は野尻湖人類考古グルー

プ (1987)で示された通 りで、概ねⅡ層に縄文時代早期以降、Ⅲ

層に後期旧石器時代細石器文化と縄文時代草創期、Ⅳ層～Ⅵ層に

後期旧石器時代の遺物が包含されている。星光山荘 A遺跡では

Ⅱ層とⅢ層から遺物が出土 し、貫ノ木遺跡では両地点ともにⅡ層

からⅥ層で遺物が出土 した。

Ⅱ

Ⅲ a

Ⅲ b

Ⅳ a

Ⅳ b

「
√c

V

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

X

測

表土

柏原黒色火山灰層
(黒褐色土 粘性なし)

モヤ
(黒褐色土 粘性あり)

モヤ
(暗褐色土 粘性あり)

上部Ⅱ上部
(黄褐色土)

上部Ⅱ中部
(黄褐色土 Ⅳaよ りやや暗い)

上音БⅡ下音「
(黄褐色土 灰色力渤 るゝ)

上部Ⅱ最下部
(暗黄褐色土 粘性あり)

黒色帯
(暗褐色土 粘性あり)

上部 I

(暗褐色土)

中部Ⅲ
(赤色スコリア)

中部Ⅱ
(灰褐色土 スコリア混ざる)

中部 I

(黄褐色土 ラピリ、スコリア混ざる)

下部Ⅲ
(黄灰色土)

図 4 基本層序

A B C D E

F G H
丁

上 J

K L M N 0
P Q R S T

U V W X Y
大々区画
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Ⅱ 星光山荘 A遺跡 (帝石パイプライン地点)

1.調 査の概要

星光山荘 A遺跡は野尻湖か ら約 2km西 の黒姫山麓に位置する。野尻湖の西岸から流れ出た池尻川 は南西方

向へ向かい、六月集落に至って方向を北へ変え、関川へ向かって流れるが、その池尻川が遺跡の約50m東 に位

§

ら名/;/

□
１
井
■
＝
＝
ざ

た

イ ノ//1  ⌒ ＼ ヽヽ

‐‐‐信濃町教育委員会調査区

華難華:I長野県埋蔵文化財センター調査区

=II:遺
跡の範囲

……… パイプライン敷設ルート

図 5 星光山荘 A遺跡等の範囲と調査地の位置
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置する。川と遺跡の比高は約50mで ある。西側から池尻川へ向かって流れる小河川が池尻川に合流する辺 りで、

北東方向へ緩やかに下る傾斜地 となっている。

遺跡は大阪星光学院が所有する研修施設の星光山荘を建設 した際に、縄文時代早・前期の遺物が確認されたこ

とから知 られるところとなり、星光山荘遺跡とされた。その後、上信越自動車道建設に当たり、切 り株伐採の作

業中に縄文時代晩期の土器片が確認され、 この位置が星光山荘遺跡よりも300m程南に離れていたことか ら、 こ

こを星光山荘 B遺跡とした。そのため、星光山荘遺跡は星光山荘 A遺跡と改称された (長野県埋蔵文化財セン

ター, 2000b)。

星光山荘 A遺跡は上信越自動車道建設に先立ち、平成 7年度に県埋文センターによつて4000ど にわたつて発

掘調査がおこなわれた。数量としては多 くないが、縄文時代早期～前期の遺物が得 られ、陥穴と思われる土坑が

検出されている (長野県埋蔵文化財センター,2000b)。

今回の調査は前出の調査と区別するため、帝石パイプライン地点とした。パイプライン敷設という性格か ら、

調査範囲は幅が狭 く、距離が長 くなっている。県埋文センターが調査 した範囲に併行 して設定 した トレンチ 1

(以下、TR-1な どと表す)は幅約2.5mで 長さ約97mで ある。 このほかに試掘用 トレンチを 3ヶ 所設定 した。T

R-1か ら南へ約33m離れて幅1.2m、 長さ約 9mの TR-2を設定 し、さらに約22m南 に幅1.2m、 長さ約6.5mの

TR-3を設定 した。また、さらに南へ約48m離れて幅1.2m、 長さ約7.5mの TR-4を設定 した (図 5、 6)。 発

掘面積は約270」である。いずれも浅いところでⅢb層、深いところでⅥ層まで発掘 した。遺物は TR-1か ら出

土 した 3点のみであった。

-27750

丁R… 3

図 星光山荘 A遺跡 (帝石パイプライ の TR(ト

2.出土層準と遺物の分布

遺物はTR-1か ら遺物が 3点出土 した (図 7)。 遺構は検出できなかった。土師器 2点 はともにⅡ層か ら隣接

して出土 しており、同一個体と思われる。礫 1点はⅢa層から単独で出土 した。

Ｓ
ｕｏ
点ン地

ξ

∫

例

土師器

礫

図 7 星光山荘 A遺跡 (帝石パイプライン地点)の TR… 1の 遺物分布

3。 出土遺物

土師器 2点はいずれも小片で、図化が困難であった。 2点 は同一個体の甕の破片と思われ、平安時代の所産と

考えられるが、さらに時期を絞り込むことは困難である。
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表 1 星光山荘 A遺跡 (帝石パイプライン地点) 土師器の観察表

トレ

ンチ

物

号

遺

番
遺物名 部位

出土
層準

標高

(m)
調 整 含有物

色調 器壁
厚さ

(mm)
X座標 Y座標

外面 内面

TR-1 土師器 胴部 Ⅱ 648。 740 内外ロクロナデ ho qt白 赤 レキ 橙 にぶい橙 92569。 675 -27709.563

TR-1 土師器 胴部 Ⅱ 648。 779 内外ロクロナデ ho qt白 赤 レキ 橙 にぶい橙 92569。 397 -27709。 527

礫は安山岩製で長さ15.5cm、 幅5.8cmの細長い形状をし、断面は扁平な三角形を呈する。用途等は不明である。

ho:角閃石、qt:石英、シロ :白色岩片、アカ :赤色岩片、レキ :2mm以上の小礫を表す

表 2 星光山荘 A遺跡 (帝石パイプライ ン地点)礫 の属性表

トレ

ンチ

遺物

番号
遺物名

出土
層準

臨
０

長さ

(cm)
幅

(cm)

厚さ

(cm)

重 さ

(g)
X座標 Y座標

TR-1 礫 Ⅲ a 648.218 15。 5 5。 8 206.0 92626.644 -27719。 370

4。 小結

県埋文センターの調査では平安時代の遺物の出土はしておらず、今回の調査でこの地域にも平安時代の遺跡が

分布 していることが判明 した。ただし、遺物の分布は散漫であり、遺跡の縁辺部と考えられる。なお、縄文時代

の遺跡はこの地点までは広がっていなかったと言 うことができる。
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Ⅲ 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)

1.調査の概要

貫ノ木遺跡は野尻湖の西側約 lkmの 丘陵上に位置する (図 2)。 現在の国道18号線の「信濃町 IoC入 口」信

号付近に貫ノ木の集落があり、そこから北東方向へのびる仲町丘陵上に広がる。標高が700～730mである貫ノ

木には野尻ローム層の標準露頭があり、地質調査の際に遺物が採取され、遺跡が確認された (野尻湖発掘調査団 ,

1975)。 その後、A地点～C地点の 3地点が設定された (野尻湖人類考古グループ,1990)が、その後の発掘調

゛゙ぶゝ、

灯
―

―

角

／
句
／
／
‐月γ

／

／
礫

／
詔
円
Ｌ
ド
ー
ヽ
―
″

/

図 8 貫ノ木遺跡等の範囲と調査地の位置
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査の成果などか らA～ C地点の境界がなくなり、統合された 1つ の遺跡 として、面積の広い遺跡が設定された

(信濃町教育委員会,2003)。 また、北側に隣接する照月台遺跡との境界は設定されておらず、丘陵上で遺跡が連

続 している。

貫ノ木遺跡内ではこれまでにいくつかの地点で発掘調査が実施されてきた (図 8)。 最初に実施されたのは1985

年である。野尻湖発掘調査団は野尻湖底の発掘調査とは別に、野尻湖周辺の旧石器時代の遺跡の学術調査を、陸

上発掘と称 して実施 していたが、1985年の第 4回陸上発掘と、1988年の第 5回陸上発掘を貫ノ木遺跡で実施 して

いる (野尻湖人類考古グループ,1987、 1990)。 この調査では旧石器時代の 6つ の文化層から遺物が出土 したこ

とが報告されている。1991年～1992年 には信濃町教育委員会によって研修所建設に伴 う事前調査が実施され、 3

つの文化層が確認されている (渡辺・中村,1992)が、報告書が刊行されていないため詳細は不明である。1993

年～1996年にかけて、止信越自動車道と信濃町インターチェンジ建設に伴 う発掘調査、及び、インターチェンジ

に接続する国道18号線野尻バイパス建設に伴 う発掘調査が貫ノ木遺跡と西岡 A遺跡でおこなわれ、広大な面積

が発掘されたことによって、膨大な数の旧石器時代の遺物が出土 した (長野県埋蔵文化財センター,1998、 2000

a)。 この発掘の成果をもとに、貫ノ木遺跡では 5つ の石器文化が設定された。さらに、1999年 には国道18号線

野尻バイパスの改築工事に伴って、隣接する照月台遺跡とともに発掘調査がおこなわれ、AT降灰前後の石器群

が検出されている (長野県埋蔵文化財センター,2004)。 個人住宅建設に先立 って1994年 に発掘調査された金氏

住宅地点では旧石器時代の 4つ の文化層が設定された (信濃町教育委員会,1995)。

今回調査を実施 した範囲については、過去に発掘された地点と区別するために帝石パイプライン地点 とした。

調査範囲は、北の方向か ら信濃町インターチェンジヘ向かう国道18号線に沿って約41m、 そこから南東方向へ折

れ、上信越自動車道に添 って約55mを、3.5m前後の幅で L字形に発掘 した (図 9)。 この間は多数の遺物が出

土 した。そこか ら南東方向へ約4.5mの 間隔を空け、その先約45mに わたって、幅約 2mを発掘 した。 この間は

遺物の出土が少なかったことから、 トレンチの幅を拡幅することなく終了 した。

この発掘範囲は県埋文センターの大々区画のⅥ、Ⅶ、 X、 測 の区画にまたがっているが、出土 した遺物のほ

とんどはⅥ区か ら出土 している。

調査面積は約520どで、682点の遺物が出土 した。遺物の内訳は、石器604点、礫76点、炭 1点、土師器 1点で

ある。石器には縄文時代草創期の遺物がわずかに含まれているが、ほとんどが後期旧石器時代の所産と考えられる。

2.出 土層準と遺物の分布

調査地では 5地点で土層を記録 した (図 10)。 図 8で 1～ 5の地点の地形を見ると、 1か ら5に かけて標高が

高 くなる斜面になっており、 1と 5を比較すると5m程度の標高差がある。全体に各層準の地層が厚 く、特に

Ⅱ層を細分した土層の注記

1:黒色火山灰土 粘性なし、 しまりなし

908802:黒褐色火山灰 粘性なし、 しまりなし
3:黒色火山灰土 粘性なし、 しまりなし
4:黒褐色火山灰 粘性なし、 しまりなし

908405:黒 色火山灰土 粘性なし、 しまりなし
6:赤褐色火山灰 粘性ややあり、しまりややあり
7:黒雁経りdM疋土 粘性ややあり、しまりややあり

賽 8:赤褐色火山灰 粕牌 あり、しまり仲 あり
9:噸 山甦  粕Lなし、 しまりややあり

Ｆ

＝

＝

＝

＝

」

図 9 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の
調査範囲とグリッド設定図

図10 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)

土層柱状図 (土層は基本層序による)
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Ⅱ層が厚い。 5の地点のⅡ層は80cm程あり、色調や粘性、 しまりの状況か ら9細分することができた。

調査地全体では調査範囲が直角に折れている辺 りを中心に20m× 30mの範囲に遺物が集中しているものと推定で

きる。発掘区の中で遺物の集中する地点がいくつかに分けられるように見えるが、発掘区の幅が狭 く、遺物が集中

する範囲を捉えきれないことから、ブロックの認定はおこなわず、遺物の分布状況のみを示すことにした (図 11)。

貫ノ木遺跡 (帝石パイ

の遺物分布範囲

図11 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の遺物分布 (全体)

3。 出土遺物のデータ分析

遺物は一辺40m四方のグリッドごとに通 し番号を付けて取 り上げをおこなっているが、出土 した石器604点 を

グリッド別、層準別に集計 した (表 3)。 大々区画Ⅵ区、大区画が S区 (以下、ⅥS区などと表す)で460点、Ⅵ

X区で101点の遺物が出土 し、 この 2区画で全体の90%以上を占めている。層準別ではV層で最 も多数が出土 し、

全体の35。4%を 占めている。V層の前後では、Ⅳc層 が17.7%、 Ⅵ層が17.2%と ほぼ同程度の割合となっている。

この 3つ の層準の出土点数を合わせると70.3%と なり、全体の約 7割が出土 していることになる。 これよりも上

層から遺物は出土するが、出土点数は少ない。よってV層 に遺物出土数のピークがあり、そこから上下の層準ヘ

移動 した可能性が考えられる。接合資料が14点 あり、接合 した石器の出土層準を見ると (表 6)、 V層を中心に

その前後の層準との接合が多 く見 られるが、V層 とⅣa層や、Ⅵ層とⅢb層 との接合例 もあり、垂直方向への遺

物の拡散が確認できる。礫の出土層準を見ると (表 4)、 V層か ら32.9%、 Ⅵ層から18.4%の 割合で出土 してお

り、 この 2つ の層準で50%を超える。 このような状況から、V層を中心として、その前後に遺物が集中すること

がわかる。よって、縄文時代草創期の遺物とした 2点、後期旧石器時代細石器文化期の 1点以外はV層周辺の 1

時期の石器群と考えておきたい。なお、V層 はATを含む層準である。

出土 した遺物の内、景1片石器596点 について、石材別の点数と重量及びそれぞれの割合を示 した (表 5)。 数量

では無斑晶質安山岩 (An)が最 も多 く、およそ 8割を占めている。次いで黒曜石 (Ob)、 凝灰岩 (Tu)の 順と

なっている。重量別で見ると、 1点当りの重量が重い石核が多 く出土 しているチャー ト (Ch)と 凝灰岩の割合

が高 くなっている一方、 1点当りの重量が4。8gと 小さな景J片類が多い黒曜石は5。 2%と 占める割合が小 さくなっ

ている。いずれにしても無斑品質安山岩の割合が圧倒的に高 く、ほかに黒曜石、チャー ト、凝灰岩が用いられて

いるが、玉髄や頁岩などはほとんど用いられていない特徴をもつ。なお、それぞれの石材については、肉眼の観

察により母岩別分類を試みた。石材によって色調や粒度などの特徴を縦軸と横軸にとってその位置を決めて分類

した。色の記述は土色帖 (小山・竹原,1967)に 従 っている (図 18)。 これらの母岩別分類の結果については、

巻末の遺物一覧 (表 21～ 24)に示 した。

ド

　
点

８
民
‐
地ン

〇
〇
〇
卜
倒
―

　
イ

ｏ更
ＮＩ

プ

副副副員
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凡 例     民
▲ナυ腐 器・台形様石器

|

0有舌尖頭器
▲彫器・掻器・削器。錐器・

□石核

◆石斧
●景J片・砕片

◎敲石

△砥石

■礫

O石片

ⅥN区

二次加工のある剥片・

研磨面のある石器
Ａ

４

十

１

１

１

ⅥS区

10m

図13 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の遺物分布 1(凡例は図13～ 16に共通する)

4.遺 構

礫が76点出土 した。不明となった礫が 1点あるため、75点 について属性分類をおこなった。内容は害Jれの有無、

割れ面の全体に占める割合、焼けの有無、その焼けの程度、これは肉眼観察で程度の弱いものを 1、 中程度を 2、

強いものを 3と 3段階に分類 した。自然面の焼けの有無とその割合、平面形の形状で、幅に対 して長さが 2倍以

上あるものを長、それ以下を短 とし、また、単純に角張 っているものを角、丸みをおびているものを丸 とした

(表 25)。 この分類の結果を全体で見ると、全体の93%が割れており、77%が焼けていて、 これらの割合が高いこ

とがわかる (表 7)。 焼けている礫のすべてに自然面の焼けが見 られ、85%に割れ面の焼けが見 られることから、

これらの礫は調理などのために焼かれ、割れた後もさらに使用されたものと推測できる。

礫の分布を見ると、まとまりはあまり見 られず、散漫な分布状況である。 この内、比較的まとまりが良 く、出

土層準がそろっている4ヶ 所の礫のまとまりを礫群とした (図 19)。 礫群 1はⅦ層に分布する礫群で、小型の礫

で構成されている。礫群 2と 3は V層を中心に分布 し、大小の礫で構成されている。礫群 4は Ⅱ層に分布 してお

り、この礫群については旧石器時代のものではない可能性があるが、土器等との共伴関係が不明なため、所属時

期を特定できなかった。

Ｈ
口
・・ｎ
□
．

・‘
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Ａ

単

十

１

１

１

一σ 覇 ば

0                10m
三        1

図15 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の
遺物分布 3

ⅥS区

o                10m

図14 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の遺物分布 2

Om

図16 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の
遺物分布 4

5。 出土遺物 (図20～ 29、 表 9～ 11)

図20の 1は黒曜石製の有舌尖頭器の基部で、先端部を欠損

する。縄文時代草創期の所産と考えられる。 2は快 りによっ

て先端部を尖 らせていることから錐器とした。 3は広義の荒

屋型彫器で、基部の腹面に二次加工を施さないタイプで、後

期旧石器時代細石器文化期の所産と思われる。 1～ 3は 4以

降の遺物よりも時期が新 しいものと位置づけたい。 4は先端

の右側縁に対向調整景1離が施されたナイフ形石器である。 5は素材の景1片を横位に用いた台形様石器で、腹面に

平坦景J離 の二次加工が施されている。 6～ 8は彫器で、いずれも彫刀面をつくり出すための打面調整景J離 はおこ

♂
Ｌ

デ
ザ
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図17 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の石器接合資料分布図

表 3 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)石器のグリッ

なわれていない。 9は掻器で、素材の

剥片の腹面側に刃部を設けている。10

は景J片を素材とし、左側縁に沿 って二

次加工が施された削器である。11と 12

は二次加工のある剥片で、いずれも素

材の剥片の腹面に二次加工が施されて

いる。13～ 17は微細景J離痕のある剥片

で、打面側や末端部に微細な剥離痕が

見 られる。18は厚手の石刃である。19

～43は 剥片である。寸づまりの縦長景J

片や幅広の剥片が多い。景J片 に残る打

面は自然面や単景J離面が多い。また、

背面に自然面を残すものも多 く見 られ

る。接合資料からもこうした剥片の連

続的な景J離がうかがえるが、得 られた

剥片は定形的ではない。44～ 54は 石核

及びその接合資料である。44は石刃石

核で、石刃を連続 して景J離 した状況が

うかがえるが、打面は折断面で、打面

調整は見 られず、景J離 された石刃の大

きさも揃 っていない。45と 48は無斑晶

質安山岩製で、いずれも縦長剥片を剥

ド別、層準別出土点数

表 4 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)礫のグリッド別、層準別出土点数

Ⅱ層 Ⅲa層 Ⅲb層 Ⅳa層 Ⅳb層 Ⅳc層 V層 Ⅵ層 Ⅶ層 合計
上L事卒
(%)

Ⅵ N
Ⅶ S 18 76.2
Ⅵ X 56

Ⅵ Y
XIA
合 計 104 100.0

比率 (%) 4.0 9。 4 0.4 100.0

Ⅱ層 Ⅲa層 Ⅲb層 Ⅳa層 Ⅳb層 Ⅳc層 V層 Ⅵ層 Ⅶ層 合計
上ヒ

=卒(%)
Ⅵ N 22.4
Ⅵ S 45 59。 2

Ⅵ X 9。 2

VIY

合 計 76 100.0

比率 (%) 32.9 18。 4 14.5 100。 0

表 5 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)剥片石器の石材別点数と重量

石材 An Ob Tu Ch Rh GT Ag And 合計

点数 78.0% 14.4% 2.9% 1.2% 6 1.0% 0。 5% 0。 3% 1.7%

総重量 (g) 4,982.8 63.7% 410。 5 5。2% 536。 1 6.8% 1,583。 4 20。 2% 1.2% 37.2 0.5% 0.5% 145。 4 1.9% 7,827。 6

1点 の平均重量 4.8 226。 2 15。 4 12.4 14.5

遺物不明 3点

Tu  Chそ の他
2.9% 1.2% 3.5%
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灰
石
器
表
面
の
色

石器表面の状況

【無斑品質安山岩 (An)

①

色灰
石
器
表
面
の
色

②
〇 〇

〇 〇

88
①

石器表 面の状況

【凝灰岩 (Tu)】

繰
　
　
　
課

石
器
表
面
の
色

石器表面の状況

【黒曜石 (Ob)】

灰
石
器
表
面
の
色

石器表面の状況

【流紋岩 (Rh)】 【玉髄 (Ag) 】

:重
石器表 面の状況

【チャート (Ch)】

器
表
面

の
色

粗  細

石器表面の状況

【蛇紋岩 (Se)】

① 率
石器表面の状況

【緑色凝灰岩 (GT)】

番  号

石材名 略号

無斑品質
安山岩

暗灰

(N3/)

暗灰黄

(25Y4/2)

暗灰黄
(2.5Y4/2)

黄灰

(2.5Y4/1)

黄褐
(2.5Y5/3)

暗灰黄

(2.5Y5/2)

灰黄
(2.5Y6/2)

黄灰

(2.5Y6/1)

灰

(5Y6/1)

灰
(N4/)

灰

(N6/)

灰

(N6/)

灰

(N5/)

灰

Ｑ

凝灰岩
灰
(10Y6/1)

灰

(75Y6/1
灰白

(5Y7/1)

灰白

(5Y7/1

灰白

(25Y8/2)

灰白

(7.5Y7/2)

灰黄

(2.5Y7/2)

灰白

(5Y8/2)

灰白

(10YR8/2
灰白

(5Y3/1)

灰白

(2.5GY8/1

黒曜石
黒

(Nl.5/)

黒
σ

黒

σ5YRl.7/E
黒

(75YR17/1
黒

(N2/)

黒

(N2/)

黒

鰤
黒

(N2/)

灰
∝

灰
(N4/)

灰オリーブ

(7.5Y5/3)

暗赤褐

(2.5YR3/2)

暗赤褐
(2.5YR3/4)

玉髄
灰白

(2.5Y8/1)

黄褐

(10YR5/6)

緑色
凝灰岩

緑灰
(7.5GY6/1)

流紋岩
淡黄

(2.5Y8/3)

蛇紋岩
明緑灰
(10GY7/1)

図18 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の母岩別分類の方法

図19 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の
礫の分布と礫群の位置

離 している。49と 50は黒曜石製、51と 52は凝灰岩

製であるが、これら4点 は小形で幅広の剥片を剥

離 している。53と 54は 自然面除去の初期段階で剥

離を終了 した資料である。55は整形の途上 と思わ

れることから、石斧の未製品とした。56、 57は 敲

石で、いずれも末端部に打撃痕が観察される。58、

59は研磨された面をもつ景1片である。石器の石材

には用いられない粗い安山岩が素材となり、各面

が研磨されているが、類例が乏 しく、用途等は不

明である。60は研磨によると思われる擦痕による

溝状のくばみが観察されることから、砥石 と思わ

れる。遺跡内から磨製の石斧は出土 していないが、

石斧の刃部を磨いた砥石と考えておきたい。61～

63は 図示 しなかったが接合資料であり、景J片の景J

離や遺物の分布を考える上で重要な資料である。

64も 図示 していないが、原石に近いチャー トの石

核である。

6.旧石器時代の位置づけ

以上のような出土遺物の状況から、貫 ノ木遺跡

(帝石パイプライン地点)の 旧石器時代の様相に

ついてその特徴をまとめると、次のようになる。

①石器には縄文時代草創期、旧石器時代細石器文

化のものがわずかに含まれるが、それ以外はナイ

フ形石器文化の 1時期のものと考えられる。②石

器はⅡ層からⅦ層まで出土 しているが、 V層から

の出土が最 も多 く、生活面はV層 にあったものと

思われる。 V層 は ATを含む層である。③石器

組成はナイフ形石器、台形様石器、彫器、掻器、

削器、石斧である。ナイフ形石器には対向調整景1

離が見 られる。石刃を含むが少量であり、定形化
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表 6 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)接合資料

図番号 図なし 図なし 図 な し 図な し 図 な し

母岩 Ob-3 Ob-8 An-11 An-7 Tu-2 An-3 An-8 An-8 An-14 An-8 An-8 An-8 An-13 An-13

出
土
層
準

Ⅲ a

Ⅲ b 6S-27

IVa 6S-224 6X-2 6S-180 6S-361 6S-285

Ⅳ b
6S-67
6S-404

6X-34 6S-401

IVc 6S-179 6S-368 6S-287

V 6Y-26 6S-378
6S-329
6X-61 6S-407 6X-16 6S-191 6S-192

6S-193 6S-235
6S-208

6S-3066S-3206X-14
6X-156X-176X-186X-20
6X-276X-356X-486X-63

6S-207 6S-400 6S-417

Ⅵ 6Y-37 6S-75 6X-50 6S-68
6S-73 6S-415

礫全体の平均値

長さ
(cm)

1冨

(cm) 熙＜ｃｍ＞
聾
０

割れの
割合(%)

焼けの
割合(%)

焼け
3段階)

590。 1

表 7 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)礫の分析

表 8 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)各礫群の特徴

礫群

グ

リ ッ
ド

遺物番号

出
土
層
準

準
の
置

層
中
位

標高
(m)

長さ
(cm)

幅
(cm)

厚さ
(cm)

卦
０

脇
Ю
隊

害

あ

な

割れ
の割
合%

ナ
○
×

脚
初
札

鵬鐸閣

伏
あ

け

自
面
焼

自然
面の
焼け
%

割れ
面の
焼け

割れ
面の
焼け
%

平面形
(長短 ) 醐鶴

礫群
1

Ⅵ N 6N17 V 711.327 2.3 61.1 ○ ○ ○ ○ 長 角

Ⅵ N 6N18 Ⅷ 711.067 ○ × 短 角

Ⅵ N 6N19 Ⅷ 711.102 17.4 ○ ○ ○ ○ 短 角

Ⅵ N 6N20 Ⅷ ○ ○ ○ ○ 長 丸

Ⅵ N 6N21 Ⅷ 711。 236 ○ ○ ○ ○ 短 角

Ⅵ N 6N22 Ⅶ 711。 161 ○ ○ ○ ○ 短 角

Ⅵ S 6N23 Ⅶ 711。 329 23.7 ○ ○ ○ ○ 短 丸

Ⅵ S 6N25 Ⅶ 711.356 ○ ○ ○ ○ 短 角

礫群 1の平均値 100% 48 88% 100% 100% 長25%
短75%

角75%
丸25%

礫群
2

Ⅵ S 6S38 Ⅵ 713。 555 13.7 10。 5 1200.0 ○ ○ ○ ○ 短 角

Ⅵ S 6 S 44 Ⅵ 上面 713。 625 ○ ○ ○ × 長 角

Ⅵ S V 713。 555 4.0 42.3 × × 短 丸

VIS 6S109 V 713.617 12.0 6.8 244.0 ○ ○ ○ × 長 角

Ⅵ S V 713.690 2.2 ○ ○ ○ ○ 長 角

VIS 6S391 V 713.924 15。 7 10。 7 2200.0 ○ ○ ○ ○ 長 角

Ⅵ S Ⅵ 713。 619 5。 8 4.4 29。 1 ○ ○ ○ ○ 短 角

礫群 2の平均値 532。 1 86% 100% 67% 長57%
短43%

角86%
丸14%

麟
３

VIS 6S78 IVa 714.652 8。 7 4.7 324.0 ○ × 長 角

Ⅵ S 6S406 V 上 714.525 23.4 14。 2 10。 1 3200.0 ○ ○ ○ × 長 角

Ⅵ S V 714。 473 14.4 11。 1 3000.0 ○ ○ ○ ○ 短 角

VIS V 714。 449 180.3 × × 短 丸

VIS 6S420 V 714.518 381.0 ○ ○ ○ ○ 短 角

Ⅵ S 6S428 V 714.552 209。 0 ○ 70 ○ ○ ○ 短 角

Ⅵ S 6S429 V 714.621 19。 4 10。 2 2000.0 ○ ○ ○ ○ 長 角

Ⅵ S 525 Ⅵ 下 714。 258 10.6 ○ ○ ○ ○ 短 角

礫群 3の平均値 11.3 1163.1 88% 75% 100% 83% 長37%
短63%

角88%
丸12%

礫群
4

VIS 6S59 714。449 11.4 6.4 894.0 ○ ○ ○ ○ 短 角

旺ヽS 6S60 Ⅱ 714。 403 11.9 1000.0 ○ ○ ○ ○ 短 角

Ⅵ S 6S62 Ⅱ 714。 471 141.0 × ○ ○ 長 角

Ⅵ S 6S63 Ⅱ 714。 619 589.0 ○ ○ ○ ○ 長 角

礫群 4の平均値 10。 7 656.0 75% 100% 100% 75% 長50%
短50% 角賜鰯

されたものが量産されている状況は見出せない。④使用された石材は無斑晶質安山岩が多数を占める。ほかに黒

曜石、チャー ト、凝灰岩が用いられている。⑤剥片の剥離技術は、打面調整をほとんどおこなわず、自然面また

は単剥離面を加撃 して、寸づまりの縦長景J片や幅広の剥片を剥離するものが多い。

このような特徴をもつ遺跡を周辺で類例を求めると、上ノ原遺跡 (帝石パイプライン地点)(信濃町教育委員

会,2007)、 仲町遺跡 」S地点 (長野県埋蔵文化財センター,2004)な どで、AT降灰前、谷 (2007)に よる野尻

湖編年第Ⅱ期に属 し、南関東との対比ではⅦ層段階と考えておきたい。

○

×

れ割

り
し

あ
な

○

×

焼

り
し

あ
な

焼
○
×

面
り
し

然
あ
な

焼
○
×

面
り
し

れ
あ
な

割
平面形
(長短)

平面形
(角丸 )

数 % 割れの割合 数 % 数 % 焼けの割合 数 % 焼けの割合 数 % 数 %

○ ○ ○ ○ 48% 長 角

7 短 丸
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2

Dr Ob
Ⅱ6S-40

3

Gr Tu

Ⅳb 6Y-25

翁

4

Kn Ob

Ⅳ b下  6Y-42

7

Gr Ob

Ⅳc 6S… 362

9

ES Ob

Ⅳc 6Y-11

図20 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライ

ナイフ形石器、彫器、掻器、

5

Tr An

Ⅳb 6S-502
6

Gr GT

V 6Y-28

8

Gr An

Ⅳc 6S-165

11

RF Ob

Ⅵ中 6S…500

0                   5cm

(有舌尖頭器、錐器、ン地点)の主な出土遺物 1

削器、二次加工のある剥片)

一-17-一



12

RF Ob

IVb 6S-21

Q

二 「
15

UF Ob
Ⅵ 上  6N-11

14

UF Ob
Ⅵ上 6Y-29

貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の主な出土遺物 2

微細景J離痕のある剥片、石刃)

-18-

18

B10b
Ⅳc下 6S‐264

(二次加工のある剥片、

0

図21



い

鼈
》
も

一

23

F1 0b

Ⅳa、 V 6S-224、 378

―

   
一

26                    ~     27FI Ob

F10b
Ⅱ 6S-176

V 6S-84

図22 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)

三>> f躍‐487
0                  5cm

の主な出土遺物 3(剥片)
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29(30+31)
FI An

V6S-329、 6X-61

32(33+34+35)
FI An

Ⅳb、 V6S-6ア、404、 407

34

FI An

Ⅳb 6S-67

図23 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)

0                  5cm

の主な出土遺物 4(景J片 )
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桐

Ｗ
39

FI An

Ⅳa 6S-79

1‰囀

の主な出土遺物 5(景1片 )

41

FI An

Ⅵ上面 6S-409

(帝石パイプライン地点)

-21-

5cm

図24 貫ノ木遺跡



0 bcm

図25 貫 ノ木遺跡 (帝石パイプライ ン地点)の主な出土遺物 6(剥片、

-22-

石刃石核)



45(46+47)
Co An

Ⅲb、Ⅵ 6S-27、 75

46

FI An

Ⅲb 6S-27

図26 貫 ノ木遺跡 (帝石パイプライ ン地点)

一-23-一

の主な出土遺物 7(石核)



Co Ob

V6S‐ 431

図27 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の

52

Co Tu

Ⅲb 6S-132

53

Co Ch

V6S-422

o                  5cm

主な出土遺物 8(石核)

一-24-一



57

Ha Sa

V6Y-9

0 5cm

図28 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の主な出土遺物 9(石核、石斧、敲石)

一-25-



58

GST And
Ⅵ 6Y-18

※ 難:難:は磨り面を表す

図29 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の主な出土遺物10

59

GStt And

Ⅳb 6N-15

60

VVh Sa

V6S-143

0                  5cm

(研磨面のある石器、砥石)

表 9 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)主な石器の観察表 1

図
番
号

物
号

遺
番 接合 遺物名 器種

略号
石材
略号 母岩

土
準

出
層 姉

図
石器の特徴

6S 225 有舌尖頭器 TP Ob Ob-7 Ⅱ 図14 有舌尖頭器の基部。先端部を欠損する。

6S40 錐器 Dr Ob Ob-8 Ⅱ 図13

][1:5日fi[三iliII:3:[,「
i姜 :}量

6Y25 彫器 Gr Tu Tu-1 Ⅳ b 図15

に

る

の

部
尖
整

基
は
調

を
部
面

側
基
打

面

ｏは

打
る
に

の
れ
部

材
さ
面

素
施
打

がヽ
の

し
工
部

と
加
刃

材
次
の

素
二
側

を
に
面

片
縁
腹

剥
周

ヽ

長
の
り

縦
外
あ

ｏ以
が

ｏ

器
部
部
る

彫
刃
刃
あ

型

ヽ
に
が

屋
い
肩
離

荒
用
左
剥

6Y42 ナイフ形石器 Kn Ob Ob-7 Ⅳ b 図16
:::::|:[llii:li::i[il:[者 :層:]四

ξ]」[」i言[:こ I!F子 :∫
「手

`]

台形様石器 Tr An An-12 Ⅳ b 図13

に
側
畑
一

縁
右
平

側
と
は

両
縁
面

の
側
腹

面
左
縁

腹
面
側

と
背
左

縁

ｏ
ヽ

側
る
が

左
い
る

の
て
あ

面
し
で

背
出
後

作ヽ
前

い
を
度

用
部
６５

に
基
は

。

位

工ヽ
る

横
し
加
い

を
施
次
て

片
を
二

つ

剥
工
の
な

の
加
面
と

材
次
腹
離

素
二
縁
剥

6Y28 彫器 Gr GT GT-1 V 図15
]曇彙早重歯,P百髪召配だ衡出畠p碧影祓Ъ髪召胃革彊

6S 362 彫器 Gr Ob Ob-5 lVc 図14

言:1言]「
曹層曽言些洟昴量泉露馨鷲:晏曇r看1曇F

6S 彫器 Gr An An-10 IVc 図14 響昇呂奪響曇轟言層馬異蒙喘凛錮會察習了塚 離

一-26-―



表10 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)主な石器の観察表 2

図
番
号

遺物
番号

接合 遺物名
種
号

器
略

材
号

石
略 母岩

土
準

出
層 飾

図
石器の特徴

6Y ll 掻器 ES Ob Ob-5 IVc 図15

は
の

角
点

整
打

調

ヽ
Ｏ
で燃鍍

承
知

脚
熟
講

の

ｏ顕

片
度
が

剥
８７
痕

長

”
撃

縦
８０
加

6S 123 削器 Ob Ob-5 IVa 図14 景J片を素材とし、左側縁に沿って二次加工が施されている
調整角は62～68度。素材の打面部は欠損する。

二次加工のある景J片 RF Ob Ob-3 Ⅵ 図13
厚手の横長の剥片の腹面に平坦景J離による二次加工が施さ
れている。

6S 21 二次加工のある剥片 RF Ob Ob-5 IVb 図13 剥片の腹面の末端に急角度の二次加工が施されている。調
整角は75度程度。

357 微細剥離痕のある
剥片

UF Ob Ob-5 V 図14

片
側

剥

一
ｏ
の順価陶向

景
然

。

軸ヽ
側

版
珊
輌

剥
と
面

の
軸
腹

長
長
と

縦
の
縁

6Y29 微細剥離痕のある
景J片

UF Ob Ob-1 Ⅵ 図15
寸づまりの縦長景J片で打面は単景J離面。剥離角は136度 。
背面の打面側に微細な景」離痕あり。また、自然面あり。

6N ll 微細剥離痕のある
景J片

UF Ob Ob-8 Ⅵ 図13 醤事8暑岳LE層凝溺暑冒誓覆層覇証膚鰤。
は113度。打

6Y13 微細剥離痕のある
景」片

UF Ag Ag-1 V 図15 呉鴇lttη蹴 糧ξ『膨瑯鼈飩獣
離痕が見られる。

6S 28 微細景」離痕のある
景J片

UF Ag Ag-2 V 図13

端
の

末
状ｏれ

度
ぼ

０７

こ
聞
こ刃順褥

嫌
末動となり、

離

一
鶴
チャる。

耐
″
弛

打
フ見

Ｏ
．
が

片
ジ
痕

剥
ン
離

の
ヒ
剥

広
は
細

幅
部
微

6S 264 石刃 Bl Ob Ob-5 IVc 図14 暴青冒戻留ぶ嬰]瘍 饒醗靡 噌ザ唇z査端

6Y 6Y-37 剥片 Fl Ob Ob-3
Ｖ

Ⅵ 図15
打面は自然面打面で、平坦な自然面を加撃 して、縦長景」片
を連続景J離 している。

6Y26 景」片 Fl Ob Ob-3 V 図15 で
す

面
残

打
を

面
面

然
然

自
自

面
面

打
背

剥離角112度で景J離された縦長景Jtt。

6Y37 景J片 Fl Ob Ob-3 Ⅵ 図15 で
す

面
残

打
を

面
面

伏
（伏
（

自
自

面
面

打
背

剥離角114度で景」離された縦長景J片。

6Y17 景J片 Fl Ob Ob-7 Ⅵ 図15 縦長景J片 で、打面は平坦な自然面。景J離角は114度。

6S 224 6S-378 景J片 Fl Ob Ob-8
Ⅳａ
Ｖ

図14

面
に

打
部ｏ占

〔

の
打

も

。

た
度

ｏ
片。薄蝙雌
剥
剥
痕

の
い
チ

広
古
ン

幅
は
パ

6S 379 景J片 Fl Ob Ob-7 IVc 図14 墓疎綿瞥型「襲鷲露舅 ξttG号醤

6Y4 剥片 Fl Ob Ob-5 IVa 図15 幅広の景Jtt。 打面は単景J離面打面。剥離角は123度。背面
に自然面あり。

6S 84 景」片 Fl Ob Ob-6 V 図13 幅広の剥片で、打面は古い単剥離面。景J離角は102度。末
端部はヒンジ・ フラクチャーとなる。

6S 176 景」片 Fl Ob Ob-6 Ⅱ 図14 寸づまりの縦長景J片で打面は単剥離面打面。景J離角は116

度。頭部調整あり。

剥片 Fl Ob Ob-5 V 図14 厚手の幅広の景J片。打面は複景J離面打面で景J離角は103度。

6S 329 6X-61 景J片 Fl An An-11 V 図14
つ
る

を

い
面
て

打
し

な
離仰硼

つ
を

よ
片

晰
鱚帥定して、い̈和出し、

片
り

景

く

剥片 Fl An An-11 V 図14 縦長剥片で打面は複景J離面打面。剥離角は116度。背面に
自然面あり。

6X61 剥片 Fl An An-11 V 図14 縦長景」片で打面は複景」離面打面。
自然面あり。

剥離角は114度。背面に

6S 67
6S-404
6S-407 景J片 Fl An An-7 Ⅳｂ

Ｖ
図13 暑群W蛉翡予携曝崚僕観li単[1

6S 404 剥片 Fl An An-7 Ⅳ b 図13 打面は複景J離面打面で剥離角113度で剥離された縦長景Jtt。

背面に自然面が残る。

34 6S 67 景J片 Fl An An-7 Ⅳ b 図13 板状の景J片が分割された景J片 で、折断面をもつ。腹面に小
形の幅広の景」片の剥離痕あり。

6S 剥片 Fl An An-7 V 図13 板状の景J片が分割された景J片 で、折断面をもつ。腹面に小
形の幅広の景J片の景J離痕あり。

景J片 Fl An An-6 V 図13 寸づまりの縦長景J片 で、打面は単剥離面打面。景J離角は12

1度。末端部はヒンジ・フラクチャーとなる。

景J片 Fl An An-10 V 図14
打面は単景J離面打面で、剥離角は123度。頭部調整の剥離
痕あり。

6S 204 景J片 Fl An An-7 IVb 図14

・̈となる。
単
チ

は

ク

面
ラ

打

フ
で

・

片
ジ

剥

ン

の

ヒ
広
は

幅
部

景J離角は115度。末端

6S 79 景J片 Fl An An-7 IVa 図13 幅広の剥片で打面は複景J離面打面で、剥離角は103度。末
端部はステップ・ フレーキングとなる。

6S 243 景J片 Fl An An-10 IVc 図14 背面に自然面のある剥片。打面は単剥離面打面で、景J離角
は123度。

剥片 Fl An An-13 Ⅵ 図13 舎著β警長砂房島μT瑳載矯鼎τ覧贋殊‐
は119度。
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表11 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)主な石器の観察表 3

図
番
号

遺物
番号

接合 遺物名
器種
略号

材
号

石
略 母岩

土
準

出
層 姉

図
石器の特徴

42 景J片 Fl An An-12 Ⅵ 図13
２９
わ

赳
思呻”

景

り嚇］
Ｏ
ぁ貼緬

の
自

形
に

大
面

で
北目
ｏ

手

ｏる

厚
度
れ

6X2 6X-16 景」片 Fl Tu Tu-2 Ⅳ a 図14
打面は単景」離面打面。景」離角は126度。景J離軸と景J片 の長
軸がずれる。右側面に自然面があり、背面にはその自然面
を打面として景J片景J離がおこなわれている。

6Y 石刃石核 Bco GT GT-1 Ⅵ 図15 石刃を剥離した石核。打面は折断面で、景」片の最J離角は10
3度。上下両方からの景J離面からなる。

6S 27 6S-75 石核 Co An An-3 Ⅲｂ
Ⅵ 図13 石核と景J片 の接合資料。打面は自然面。
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打
る

ｏな
部
と

半

一

下
ヤ

の
チ

片
ク

剥
ラ

長
フ

縦

・

た

一

れ

ザ

さ

エ

離
フ

剥
は

て
部

し
端

撃
末

加

ｏ

を
る

面
す

然
損

自
欠

な
を

坦
側

平
面

6S 75 石核 Co An An-3 Ⅵ 図13 板状の景J片を素材とした石核。石核の平坦な自然面を打面
とし、縦長景」片を剥離 している。剥離角は105度。

6S41 石核 Co An An-4 Ⅱ 図13
縦長景J片 を景J離 した石核。打面は折断面の狭い平坦面。景J

離角は92度。作業面には上下両端からの景J離がある。側面
には頭部調整状の小景J離痕あり。
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6S132 石核 Co Tu Tu-8 Ⅲ b 図14
小形で幅広の景J片を景J離 した石核。単剥離面を打面 とし、
景J離角107度で景J片剥離がおこなわれる。打面の180度 の入
れ替えや作業面を打面に入れ替えた景J離が見られる。

6S 石核 Co Ch Ch-2 V 図13
2点の景J片を景J離 した石核。自然面が多 く残り、原石は子
どもの拳大程の亜角礫と推定できる。景J片は自然面を打面
とし、景J離角は114度。

54 6S 71 石核 Co Tu Tu-11 Ⅵ 図13
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55 6S414 石斧未製品 Ax Se Se-1 Ⅵ 図13

石斧の未製品で、研磨痕はない。腹面に自然面が残 り、素
材は円礫である。両側縁に縁辺からの二次加工が施されて
いる。左側縁が右側縁に比べて厚く、階段状の景J離が見ら
れる。形状が不均衡で、刃部の整形も不十分なことから未
製品とした。

6S 503 敲石 Ha Ru V 図13
大形で細長い円礫の長軸の末端部に打撃痕が観察される。
他方の末端部は欠損する。

57 6Y9 敲石 Ha Sa V 図15 平坦な面をもつ円礫で上下端に打撃痕が観察される。

6Y18 研磨面のある石器 GST And Ⅵ 図15
研磨された面をもつ剥片。石材は景J片石器には適さない気
泡の多い安山岩。4面の内、3面が研磨されている。研磨は
入念で、研磨された面は平坦である。

59 6N 研磨面のある石器 GST And Ⅳ b 図13
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6S 143 砥石 Wh Sa V 図14

砥石の一部である。側面の4面が割れ面のため、本来の大
きさや、研磨面の広さは不明である。自然面が残ることか
ら、円礫を素材としていることがわかる。研磨面が全体に
広がる面を表面とすると、裏面には幅lcm程の研磨面が残
る。表面の研磨面は境界が不明瞭であるが、3つ の面に分
けられ、それぞれの面の中央部が若干深く凹んでいる。裏
面は全体が赤化していて、被熱した可能性がある。
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6S-361 石核 Co An An-8

Ⅳａ
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Ｖ

図17

自然面の表皮の除去を示す接合資料で、自然面のある厚手
で大形の景J片3点が接合する。原岩は亜円礫と思われる。
剥離された剥片は、石核として、小形で幅広の景J片景J離が
おこなわれている。
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図17
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64 6S74 石核 Co Ch Ch-1 V

亜円礫の原岩から数回の剥離がおこなわれた石核。景」離さ
れた景J片 が少ないことから、遺跡に持ち込まれた原岩の大
きさをほぼとどめている。長軸の上下両端部に細かい景J離
痕を残す。質が悪く、使用に適さなかった可能性がある。

※61～ 64は 分布図と写真図版に掲載。実測図はなし。
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Ⅳ 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)

1。 調査の概要

貫ノ木遺跡の特徴 と過去の調査の経緯についてはⅢ-1で

詳 しく述べたので参照されたい。

今回の調査地は過去に発掘された地点と区別するために、

97道路改良地点とした。上信越自動車道信濃町インターチェ

ンジヘ接続するために道路改良が必要 となり、現道を lm

程度下げる工事が計画されたため、それに先立 って実施され

た発掘調査である。金氏住宅地点 (信濃町教育委員会,1995)

と野尻バイパス関連の発掘地点 (長野県埋蔵文化財センター
,

2004)に隣接する。道路の幅にあわせ 2～ 5mの 幅の細長

い調査範囲を発掘 し、調査面積はおよそ200」 となった。

出土遺物の総点数は630点で、内訳は旧石器時代の石器433

点、礫161点、縄文土器31点、縄文時代の石器 2点、珠洲焼

片 1点、炭 1点、木片 1点である。縄文時代の石器が 2点以

外にも含まれている可能性はあるが、分離できなかったため、

旧石器時代の石器として扱 った。

図30 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の
調査範囲とグリッド設定図

凡 例

▲ ナイフ形石器

▲彫器、二次加工のある剥片

□石核

●景」片、砕片

◎磨石

△原石

■礫

0石片      9o970

亀

２

区Ⅵ
▲

出

＋
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11嘔

ttゝ

9     1

図31 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の遺物分布
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2.旧 石器時代

A.出土層準と遺物の分布

調査地は丘陵鞍部の平坦地付近で、北側へ緩やかに下る斜面であった。 ここには、 この地域の風成で見 られる

層序 (図 4)がひととおり揃っていた。

調査区の中で遺物の集中する地点がいくつか分けられるように見えるが、発掘区の幅が狭 く、遺物が集中する

範囲を捉えきれないことから、ブロックの認定はおこなわず、遺物の分布状況のみを示すことにした (図31)。

B.出土遺物のデータ分析

出土 した石器433点 を層準別に見ると (表 12)、 V層から最 も多数が出土 しているが、全体の 2割程度であり、

Ⅳa層、Ⅳb層、Ⅳc層がそれぞれ16%台 である状況 と大きな差がない。Ⅵ層 も15.5%と 近い値を示 しており、

Ⅳa層からⅥ層までの間に大きなピークがなく、同 じような密度で遺物が出土 していることがわかる。礫161点

について見ると (表 13)、 Ⅵ層が48.5%と 最 も多 く出土 しており、次いでV層 の15。5%と なっている。Ⅳa層か ら

Ⅳc層 は 5%以内と少ない。この礫の出土状況だけで判断すれば、Ⅵ層に生活面があったものと考えられる。

こうした石器及び礫が複数の層準から出土する状況は、時期差によるものか、生物擾乱などによる遺物の拡散

によるものかを検討する必要があるが、遺物の特徴によって確実に分離できるものではないため、ほぼ同時期の

遺物群と捉えておきたい。重量の重い礫が石器に比 して移動量が少ないと考えれば、Ⅵ層及びV層周辺 に生活面

があったものと思われる。

出土 した遺物の内、景J片石器426点 について、石材別の点数と重量及びそれぞれの割合を示 した (表 14)。 数量

では無斑品質安山岩 (An)が最 も多 く、およそ 6割を占め、次いで黒曜石 (Ob)が 1割を占める。重量別で見

ると、 1点当りの重量が重い石核が多 く出土 しているチャー ト (Ch)の割合が大きくなっている一方、 1点当

りの重量が3。 8gと 小さな景J片類が多い黒曜石は5.8%と 、その割合が数量に比べ小さくなっている。いずれにし

ても無斑品質安山岩の割合が大きく、ほかに黒曜石、チャー ト、流紋岩 (Rh)、 凝灰岩 (Tu)な どが用いられ

ている。ほかに割合は小さいが、下呂石、珪質頁岩、緑色凝灰岩、玉髄が用いられ、多用な石材利用の状況がう

かがえる。なお、それぞれの石材については、肉眼の観察により母岩別分類を試みた。石材によって色調や粒度

などの特徴を縦軸と横軸にとってその位置を決めて分類 した。色の記述は土色帖 (小山・竹原,1967)に 従 って

いる (図 32)。 これらの母岩別分類の結果については、巻末の遺物一覧 (表 26～ 27)に示 した。

表12 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)石器のグリッド別、層準別出土点数

Ⅱ層 Ⅲa層 Ⅲb層 Ⅳa層 Ⅳb層 Ⅳc層 V層 Ⅵ層 合計
比率
(%)

Ⅵ B 12.3

彊ヽC 48 62 72 324 74.8

Ⅵ H

合計 24 72 67 433 100.0

上ヒ率 (%) 4.8 16。 9 16.4 22.2 100.0

表13 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)礫のグリッド別、層準別出土点数

Ⅱ層 Ⅲa層 Ⅲb層 Ⅳa層 Ⅳb層 Ⅳc層 V層 Ⅵ層 Ⅶ層 カクラン 合計
比率
(%)

Ⅵ B

Ⅵ C 74.8

Ⅵ H

合計 100.0

比率 (%) 12.4 4。4 100.0

表14 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)剥片石器の石材別点数と重量

石材 An Ob Ch Rh Tu Ge ST SS GT Ag And 合計

点数 43 10.1% 6.6% 6.6% 5。 6% 1。 9% 1.6% 1.2% 0.59 5。 6%

重 量 622。 2 7.3% 162.8 5.8% 11.92 173。 2 154.5 5。 5% 147.1 5.29 3.0% 0.6% 0。 2% 3。 9% 2,829.7

1点の平均重量

遺物不明 4点
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図32 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の母岩別分類の方法

C.遺構

礫は161点 出土 したが、不明となった 5点を除い

た156点について属性分析をおこなった (表 28～ 29)。

分析の項目は貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)

の 4.遺構の記述と同様であるので参照されたい。

分析の結果を全体で見 ると (表 15)、 全体の94%

が割れ、72%が焼けており、これらの割合が高いこ

とがわかる。焼けている礫のすべてに自然面の焼け

が見 られ、90%に割れ面の焼けが見 られることや、

短形で、角張っている礫が多いことから、これらの

礫は調理などのために焼かれ、割れた後にもさらに

使用されたものと推測できる。

礫は調査区全体に散漫に分布 しているが、 この内、

比較的まとまりが良 く、出土層準がそろっている 4

ヶ所の礫のまとまりを礫群 とした (図 33)。 礫群 1

はⅣb層か ら出土 した 4点 の小形の焼け礫で構成さ

れる。礫群 2は V～Ⅵ層から出土 した大小13点 の礫

で構成された礫群で、大形の礫 2点が中心にあり、

周囲に小形の礫が分布する。礫群 3はⅥ層から出土

した18点 の礫で構成されている。比較的大形の礫が多 く、すべてに割れが見 られ、ほとんどに焼けを示す赤化が

見 られる。礫群 4は 40点の礫から構成され、そのほとんどがⅥ層から出土 している。比較的小形の礫が大半を占

め、焼けていない礫が多 く含まれている。

表15 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)礫の分析

礫全体の平均値

熟
＜ｃｍ＞

幅
(cm) 慇＜ｃｍ＞

塾
０

割れの
割合(%)

焼けの
割合(%)

焼け
(3段階)

367.7

図33 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の礫の

分布と礫群の位置
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図34 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の礫群
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表16 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)各礫群の特徴
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図35 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の主な出土遺物 1(ナ イフ形石器、二次加工のある景J片、彫器 )
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原石 Ch
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0 5cm

図37 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の主な出土遺物 3(石核、原石)

D.出土遺物 (図35～ 37、 表 17)

1～ 4は ナイフ形石器で、 1と 2は二側縁加工のデイフ形石器の完形品である。 1は左側縁に急角度の二次加

工が施されている。 3は ナイフ形石器の先端部と考えられ、二次加工は直角に近い急角度の調整で、対向調整景J

離となっている。 4は ナイフ形石器の一部と思われ、一側縁に比較的角度の緩い二次加工が施されている。 5、

6は二次加工のある景1片で、いずれも台形様石器に類似する。 5は両側縁に急角度の二次加工が施されている。

6は右側縁の腹面側に急角度の二次加工が施されている。 7～ 9は彫器で、いずれも石刃または石刃状の縦長剥

片を素材とし、その側縁に彫刀面を設けている。 10、 11は稜付き石刃で、11は打面部を欠損する。12は石刃で、

複景J離面打面から剥離されている。13～ 15は石核である。 13、 14は小形で幅広の最J片を景J離 している。 15は景J片

を素材とする石核で、素材の背面と腹面の両面で、幅広の景J片を景J離 している。 16、 17は チャー トの原石で、鶏

卵程の大きさの原石が石器素材として遺跡に持ち込まれたことを示す資料である。

E.旧石器時代の位置づけ

以上のような出土遺物の状況から、貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の旧石器時代について特徴をまとめると、

次のようになる。①二側縁加工のナイフ形石器を特徴にもつ石器群で、やや時間的な幅をもつ可能性はあるが、

ほぼ 1時期の石器群と見ることができる。②出土層準から見ると、石器はV層から最も多 く出土 しているが、Ⅳ

層やⅥ層からも少なからず出土 している。礫はⅥ層からの出土が最 も多い。こうした状況から生活面はV～Ⅵ層

を中心に複数あったものと思われるが、それを分類することはできなかった。 V層 は広域火山灰のATが含ま

れる層準であり、石器群は概ね AT下位の石器群と見ることができる。③石器組成はナイフ形石器、彫器、台

形様石器に類似する二次加工のある剥片などである。ナイフ形石器は二側縁加工で、調整は直角に近い急角度で

あり、対向調整景J離を含んでいる。石斧は含まず、石刃、稜付き石刃を含む。④石材は無斑品質安山岩が多数を
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表17 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)主な石器の観察表 1

図
番
号

遺物番号 遺物名
器種
略号

石材
略号

母岩
出土
層準

石器の特徴

6C 225 ナイフ形石器 Kn An An-12 IVc

二側縁加工のナイフ形石器。完形品。左側縁に急角度の二次加工が施され、最J

離角は82～ 87度。先端部に自然面を残す。右側縁の二次加工は72～ 79度。先端

角は55度。刃角は43度。

6H ナイフ形石器 Kn ST ST-1 Ⅳ a

二側縁加工のナイフ形石器。完形品。素材は縦長景J片で、素材の打面が除去さ

れている。両側縁の加工は急角度で90度前後。刃角は約60度 と厚い。先端角は55

度。基部の腹面側はバルヴを除去するような平坦剥離がある。

6H 57 ナイフ形石器 Kn Ob Ob-5 Ⅲ a

ナイア形石器の先端部¨基部側は欠損 し、折断面となる。素材の打面側を先端

側とする。二次加工は直角に近い調整で対向調整景J離が施されている。先端は

鋭 く尖り先端角は27度である。右側縁の下半に二次加工あり。景J離角は45～ 50

度。

6C 153 ナイフ形石器 Kn Ob Ob-3 IVc
ナイフ形石器の一部と思われる。素材の剥片の打面部と末端部が欠損する。左

側縁に二次加工が施され、剥離角は45～ 50度。刃角は約30度。

5 6C 2 二次加工のある景J片 RF Ob Ob-5 Ⅳ b
景J片 を素材とし、素材の打面を横にし、側縁とする。素材の腹面側の両側縁に

二次加工が施される。剥離角は90度前後。

6C 386 二次加工のある剥片 RF Ob Ob-4 Ⅵ

素材は複景J離面打面を加撃 して得られた縦長剥片。素材の打点部は二次加工に

より除去されている。素材の打面を基部側とし、右側縁腹面に二次加工が施さ

れている。調整角は80～87度。左側縁下半部は折断により快り状を呈する。

彫器 Gr SS-1 Ⅳ a
石刃を素材とし、その末端の側縁に沿って彫刃面を設けた彫器。素材は複剥離

面打面から景J離角105度で剥離された石刃。両側縁に微細な景J離痕が見 られる。

6C 373 彫器 Gr SS SS-1 IVa
大形の縦長景J片を素材とする。素材の打面部は残存せず、折断面となっている。

その折断面の背面側に二次加工を施 し、そこを加撃して彫刀面をつ くり出して

いる。

6C 370 彫器 Gr ST ST-3 Ⅲ b
石刃状の縦長最J片 に樋状剥片を施 した彫器。素材の末端側に自然面があり、端

部には二次加工が見られる。

6B 稜付き石刃 CBl ST ST-4 Ⅵ
背面の稜線に沿って、直交方向の景J離痕と頭部調整と見られる小剥離痕がある。

打面は線打面で剥離角は105度。末端部は欠損する。

6B 稜付き石刃 CBl ST ST-4 Ⅵ
背面の稜線に沿って、直交方向の景J離痕と頭部調整と見られる小景」離痕がある。

打面部は欠損する。左側面と末端部に自然面がある。

6H 石刃 Bl An An-10 V 打面は複景」離面打面で、剥離角は100度。末端部は折断面。

6C 40 石核 Co Ob Ob-1 IVb
単剥離面を打面とし、縦長剥片を剥離 した石核。景J離角は97度。末端部に複数

の小剥離痕がある。

6C 154 石核 Co ST ST-3 V 小形の最J片 を剥離した石核。打面は平坦な単剥離面で剥離角は100～ 110度。

6C 307 石核 Co Ch Ch-11 V
幅広の景J片を最J離 した石核。自然面を残す剥片を素材とし、背面、腹面ともに

景J片景J離をおこなう。背面側は単剥離面打面で景J離角は121度。腹面側は自然面

打面で景J離角は111度。

6H 原石 原石 Ch Ch-12 Ⅵ

扁平な亜角礫で、表面に小さな景」離面が多数みられるが、いずれも摩耗 してお

り、転石として移動 した際にできたものと思われる。上端の最J離面 は比較的新

鮮であるが、摩耗を受けており、人為の剥離かは不明である。

6H 原石 原石 Ch Ch-10 Ⅵ 円礫で、景J離面はない。表面に爪形のキズが見られる。

占め、次いで黒曜石、チャー トの割合が高 くなっている。ほかに少量であるが多様な石材が用いられている。⑤

石核から剥片の剥離技術を見ると、打面調整はほとんどおこなわれず、寸づまりの縦長剥片や幅広の最J片が景1離

されている。 しかし、石刃や稜付き石刃の存在から、石刃技法による石刃剥離がおこなわれていたことが推測で

きる。

過去に町内で発掘調査された遺跡から類例を求めると、当然のことながら、貫ノ木遺跡内で今回の調査区に隣

接 して調査されている金氏住宅地点 (信濃町教育委員会,1995)と 一般国道18号 (野尻バイパス)関連で調査さ

れた調査 (長野県埋蔵文化財センター,1998)に 同様の遺物が見出せる。前者では上Ⅱ最下部文化層の一部 と上

Ⅱ上部～黒色帯文化層の一部から出土 した遺物に、後者ではVa層から出土 した遺物に類例がある。ほかに裏ノ

山遺跡の出土遺物から設定された裏ノ山Ⅱ石器文化 (長野県埋蔵文化財センター,2000c)が類似する。よって、

谷 (2007)に よる野尻湖編年の第Ⅱ期に属 し、南関東のⅦ、Ⅵ層段階に対比 しておきたい。

本報告書内で先述 した帝石パイプライン地点も同時期の石器群であるが、若干の相違点が見 られる。97道路改

良地点には石斧を含んでおらず、また、石刃が定形化 してくる状況が見 られることから、両者は同時期に属する

ものの、帝石パイプライン地点がやや古 く位置づけられるものと思われる。

3.縄 文時代以降

A.出土層準と遺物の分布

縄文時代以降の遺物は34点出土 した。内訳は縄文土器31点、珠洲焼が1点、縄文時代の石器が 2点である。 1

点を除き、ほかすべてがⅡ層から出土 した。縄文時代の遺物の分布は大きく3ヶ 所にまとまりが見 られる (図 38)

が、遺物はほぼ同時期のものであり、 3ヶ 所の性格の違いは見出せなかった。石器は 2点で、周囲から出土 して

いる土器 と同時期のものと思われる。ほかに珠洲焼の摺鉢の破片が 1点出土 した (図 39)。
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図38 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点) の縄文時代の遺物分布
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B.遺構

土坑 2基が、隣接 して検出された (図 40)。 土坑 1は

隅丸方形の平面形を呈 し、遺構検出面で長さ約 100cm、

幅約80cm、 深さ約50cmで ある。底面は平 らでそのほぼ

中央に逆茂木痕があり、深さが約40cmで ある (図41)。

土坑 2は調査範囲外へ続いていたため、全体の平面形は

確認できなかったが、直径110cm程 の円形 と推定 され

る。遺構検出面からの深さは約50cmで 、底面の北側に

逆茂木痕 と思われる穴があり、深 さは25cm程 である

(図 41)。

これらの土坑は平面形と逆茂木痕があることから、陥

穴と考えられる。

C.縄文時代の遺物 (図42～ 43、 表 18～ 19)

縄文土器は31点出土 し、文様による内訳は押型文の山

形文が 1点、押型文の楕円文が 9点、押型文の平行文が

5点、撚糸文が10点、縄文が 1点、無文が 5点である

(表 18)。 図42の 18は押型文の山形文で、比較的太 く、横

位の帯状施文である。19～ 23は楕円文 (穀粒文)で、19

は帯状施文、20～ 23は密接施文である。24～ 28は押型文

の平行文、29～ 30は撚糸文である。多 くの土器に繊維が

含まれていた。

ｏ
〓
卜
Ｎ
Ｉ

0                     10m

図39 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の珠洲焼の分布
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石器は 2点出土 した。図43の 31は チ ャー ト

製の凹基無茎鏃の完形品である。32は特殊磨

石で、細長い磨 り面が lヶ 所で観察される。

以上の土器と石器は縄文時代早期中葉のほ

ぼ 1時期の遺物 と考えられる。

D.中世の遺物 (図 44、 表20)

珠洲焼の橘鉢の破片が 1点出土 した。内面

の卸 し目は直線的であるが、密接に施 されて

いない。この土器のみで時期を考察すれば、

吉岡 (1994)の 編年の第二段階 (第Ⅲ・Ⅳ期)

にあたり、およそ14世紀の所産と考えておき

たい。

図40 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の土坑の位置
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図42 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の主な出土遺物 4(縄文土器)
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図43 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の主な出土遺物 5(石鏃、特殊磨石)
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表18 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)縄文土器の観察表

図
番
号

グ

リ ッ
ド

遺物番号 部位

出
土
層
準

層準
中の

位置
臨
ω

文様 調整 胎土含有物 繊維痕

色調 器壁
厚さ

(mm)
摘要 X座標 Y座標

外面 内面

VIC 6C90 口縁部 703.866
山形文 (太 い)

横位帯状
内ナデ ho ア カ レ キ 水晶 有(少量 明赤褐 橙 90970.564 27117.140

Ⅵ H 6H70 口縁部 下 703.055
楕円文(穀粒文
横位帯状

内ナデ ア カ レ キ 自(中量) 明褐 明 褐 7 90957.253 -27104.409

VIC 6C330 口縁部 下 703.608
楕円文(穀粒文)

横位密接
内ナデ ho ア カ レ キ 自(中 量) 明黄褐 にぶい黄橙 90962.618 -27119.015

VIC 6C403 口縁部 下 703.574
楕円文(穀粒文)

横位密接
内ナデ ho ア カ レ キ 育(中量) にぶい黄橙 にぶい黄橙 7 90962.568 -27119.028

Ⅵ C 6C145 口縁部 703.876
楕円文(穀粒文〕
横位密接

ho ア カ レ キ 有(中量) にぶい黄橙 にぶい黄褐 90973.431 -27115.795

Ⅵ H 6 H ll 胴部 703.713
楕円文(穀粒文
横位密接

内ナデ ho ア カ レ キ 有(中量) 明褐 にぶい褐 90952.278 -27098.702

Ⅵ H 6H69 胴部 下 702.970 平行 内ナデ ho ア カ レ キ 有(少量) 橙 橙 90957.780 -27104.688

Ⅵ H 6H27 月同音Б 703.297 平行 ho ア カ レ キ 有(少量) 橙 橙 90954。 198 -27102.528

Ⅵ H 6H54 胴部 下 703.163 平行 内ナデ ho ア カ レ キ 肯(中量) 橙 にぶい黄橙 90956。 135 27102.506

Ⅵ H 6H71 胴部 下 703.181 平行 内ナデ ア カ レ キ 水晶 缶
小

浅黄橙 浅黄橙 90956.595 27104.893

Ⅵ H 6H66 胴部 下 703。 110 平行 内ナデ ho ア カ レ キ 育(中量) 明黄褐 浅黄橙 90958.046 -27106。 130

Ⅵ H 6H42 口縁部 703.516 撚糸文 内ナデ ho ア カ レ キ 有(中量) 浅黄橙 にぶい黄橙 90953.530 -27102.997

VIC 6C104 胴部 Ⅲ 703.885 撚糸文 ho ア カ レ キ 有(中量) にぶい黄橙 にぶい黄橙 90971.782 -27117.449

Ⅵ C 6C72 胴部 703。 726 無文 外ナデ ho qt btシ ロ アカ レキ 水晶 無 にぶい褐 明褐 含有物が多い 90969。 322 -27117.243

VIC 6C122 胴部 703.804 無文 内外ナテ ho ア カ レ キ 水晶 無 橙 橙 7 含有物が多い 90971.641 -27115.772

Ⅵ C 6C123 胴部 703.764 無文 内ナデ ho qtシ ロ アカ レ キ 水晶 缶
（

明褐 にぶい橙 含有物が多ヽ 90971.876 -27115。 797

Ⅵ C 6C124 胴部 703.788 無文 内ナデ ho qtシ ロ アカ レ キ 肯(中量 にぶ い橙 にぶい褐 90971。 956 -27115。 711

Ⅵ C 6C331 口縁部 ? 下 703.583 無文 ho ア カ レ キ 水晶 缶
ヽ

橙 にぶい橙
摩耗の度合い
力ちにきい 90962.613 -27119.540

Ⅵ H 6H35 胴部 703.458 撚糸文 内ナデ ho ア カ レ キ 自(中量) にぶい橙 にぶい橙 6 90952.989 -27102.436

Ⅵ H 6H36 月同音Б 703.545 撚糸文 内ナデ ho qtシ ロ アカ レキ 水晶 有(少量) にぶい黄橙 にぶい黄橙 7 90953.252 27102.720

Ⅵ H 6H37 胴部 703.540 撚糸文 内ナデ ア カ 有(中量) にぶい橙 にぶい黄橙 90953.266 27102.739

Ⅵ H 6H38 胴部 703.540 撚糸文 内ナデ ho ア カ レ キ 有(中量) にぶい橙 にぶい橙 含有物が多い 90953.297 27102.731

Ⅵ H 6H39 月同音Б 703.477 撚糸文 内ナデ ho ア カ レ キ 有(中量) にぶい黄橙 にぶい橙 90953.278 27102.699

Ⅵ H 6H40 胴部 703.589 楕円文(穀粒文) 内ナデ ho ア カ 有(中量) 橙 にぶい黄橙 90953.339 27102.820

Ⅵ H 6H41 胴部 703.596 撚糸文 内ナデ ho ア カ レ キ 訂(中量) にぶ い橙 にぶい橙 90953.369 -27102.839

Ⅵ H 6H42 胴部 703.516 楕円文 (穀粒文) 内ナデ ho ア カ レ キ 肯(中量) にぶい黄橙 にぶい黄橙 90953.530 27102.997

Ⅵ H 6H47 胴部 703.432 楕円文 (穀粒文) 内ナデ ho ア カ レ キ 肯(中量) にぶい黄橙 にぶい黄橙 90955.088 27104.093

Ⅵ H 6H48 胴部 703.436 楕円文 (穀粒文) 内ナデ ho ア カ レ キ 育(多量) にぶい黄橙 にぶい黄橙 90955.074 -27104。 130

Ⅵ H 6H52 胴部 下 703.268 縄文 (単節LR) ho ア カ レ キ 水 晶 有(少量) 褐 にぶい黄褐 含有物が多い 90957.402 -27104.230

Ⅵ H 6H67 1同音Б 下 703.037 撚糸文 内ナデ ho ア カ レ キ 水晶 有(中量) にぶい黄橙 灰黄褐 90957.502 -27106.366

Ⅵ H 6H74 胴部 下 703.246 撚糸文 内ナデ ho ア カ レ キ 有(中量) 橙 にぶい黄橙 90956.065 -27104。 372

表19 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)主な石器の観察表 2

図
番
号

遺物番号 遺物名
器種
略号

石材
略号

母岩
出土
層準

石器の特徴

6C 石鏃 AH Ch Ch-11 凹基無茎鏃。完形品。

6C 108 特殊磨石 GS And 細長く、断面が三角形の亜円礫の稜線上に幅lcm前後の磨面が観察される。

裏面は割れ面となっている。

0             5cm

図44 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の主な出土遺物 6(珠洲焼)

表20 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)珠洲焼の観察表

図
番
号

グ

リ ッ
ド

遺物番号 器種 部位 含有物
出土
層準

層準
中の
位置

標高
(m)

色調 器壁
厚さ
(mm)

製作痕跡 X座標 Y座標

外面 内面

Ⅵ C 6C333 橘鉢 胴部 シ ロ ア カ レ キ 上 703.704 灰 灰 8-11
外面ヨコナデ
内面卸目1単位 7条以上

90962.378 -27108。 161

qt:石英、シロ :白 色岩片、アカ :赤色岩片、レキ :2mm以上の小礫を表す
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V まとめ

本報告書 は、帝国石油株式会社の天然 ガスパイプライ ン敷設 に先立 って実施 した星光山荘 A遺跡、貫 ノ木遺

跡、道路改良 に先立 って実施 した貫 ノ木遺跡の発掘調査の内容である。成果 については以下のようにまとめるこ

とができる。

1.星光山荘 A遺跡では遺構 は検出できず、遺物が 3点 出土 したのみであ り、調査地 は遺跡の縁辺部 と考え

られる。遺物 は平安時代 の土師器であった。

2.貫ノ木遺跡 (帝石パイプライ ン地点)で は石器604点、礫 76点が出土 した。 これ らの多 くはV層のあた り

に生活面がある遺物群 と判断 した。AT降灰前の 1時期、野尻湖編年 (谷 ,2007)の 第 Ⅱ期、南関東 のⅦ層 に対

比できるものとした。

3.貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)で は630点 の遺物が出土 した。 旧石器時代の石器 は433点、礫 161点 で、 こ

れ らはV～Ⅵ層 に生活面があり、 ほぼ 1時期の遺物群 と判断 した。AT降灰前の野尻湖編年 (谷,2007)の第 Ⅱ

期に属すると思われるが、帝石パイプライ ン地点の石器群 よりもやや新 しいと考え られ、南関東のⅦ、Ⅵ層 に対

比できるものとした。

4.貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)で は31点の縄文土器 と 2点の縄文時代の石器が出土 した。 これ らは早期中

葉に位置づけられる。

工事の性格上、幅の狭 い範囲を調査 したため、石器群全体の様子を十分 に捉えることができなか ったが、野尻

湖遺跡群の旧石器時代前半期の遺跡の調査例 として新たに 2地点の状況を加えることができたことが成果 といえ

よう。
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図
番
号

グ

リッ
ド

物

号

遺

番

遺
物
名

石材 母 岩
土

準

出

層 臨
＜ｍ＞

熟
＜ｃｍ＞

幅

ｃｍ

厚 さ

(cm)
重 さ

(g)
接 合 X座標 Y座標

石

石

石

遺物不明

表21 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)出土遺物一覧 1(石器・その他)

図
番
号

グ

リッ
ド

物

号

遺

番

遺
物
名

石材 母岩
土

準

出

層
縣
ω

熟
＜ｃｍ＞

幅

(cm)
厚 さ

(cm)
重 さ

(g)
接 合 X座標 Y座標
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図
番
号

グ

リッ
ド

遺物
番号

遺
物
名

石材 母 岩
出土

層準

標 高

(m)
熟
＜ｃｍ＞

幅

ｃｍ
縣
＜ｃｍ＞

重さ

(g)
接 合 X座標 Y座標

石

遺物不明

表22 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)出土遺物一覧 2(石器・その他)

図
番
号

グ

リッ
ド

物

号

遺

番

遺
物
名

石材 母岩
土

準

出

層
標高
(m) 熟

＜ｃｍ＞
幅

(cm)
厚 さ

(cm)
蟄
０

接 合 X座標 Y座標

6S-2071

908451861

908608611

90860.8661

908600211
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表23 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)出土遺物一覧 3(石器 0そ の他)

図
番
号

グ

リッ
ド

物
号

遺
番

遺
物
名

石材 母 岩
土

準

出

層 臨
＜ｍ＞

熟
＜ｃｍ＞

幅

(cm)
厚 さ

(cm)
重 さ

(g)
接 合 X座標 Y座標

石

土
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表24 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)出土遺物一覧 4(石器 0そ の他)

図
番
号

物

号

遺

番

遺
物
名

石材 母 岩
土

準

出

層 編
＜ｍ＞

長 さ

(cm)
幅

(cm)
恥
＜ｃｍ＞

重さ

(g)
接合 X座標 Y座標

6X47 An-1

凡例 (表 21～ 24、 26～ 27に共通する)

Kn:ナ イフ形石器 Tr:台形様石器 TP:有舌尖頭器 Gr:彫器 ES:掻器 Sc:削器

Dr:錐器 GST:研磨面のある石器 RF:二次加工のある景Jtt UF:微細景J離痕のある景J片

CBl:稜付き石刃 Bl:石刃 Fl:剥片 Ch:砕片 Bco:石刃石核 Co:石核

Ax:斧形石器 Wh:砥石 Ha:敲石 AH:石鏃 GS:磨石 原 :原石 石 :石片

土 :土師器 木 :木片 炭 :炭

※ここで「石片」としたものは、石器か、自然の石質岩片かの判断が困難なため、参考に取りあげた資料である。

※座標値は2002年以前の日本測地系 (旧測地系)である。

図
番
号

グ

リッ
ド

物
号

遺
番

遺
物
名

石材 母岩
土

準

出

層 臨
ω

長 さ

(cm)

幅

ｃｍ

厚 さ

(cm)
重さ

(g)
接 合 X座標 Y座標

石

石

遺物不明
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表25 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)出土礫の属性表

グ リ
遺物番号

枝

番

出土
層準

準
の
置

層
中
位

標 高

(m) 熟
＜ｃｍ＞

幅

(cm) 靡
＜ｃｍ＞

摯
０

』
Ю
隊

れ
割
％

割

の
合

ナ
○

×

脚
初
札

鵬畔Ｄ

然

の
け

自
面
焼

面
け

然
焼
％

割れ面
の焼 け

面
け

れ
焼
％

割
の

平面形
(長短 )

平面形
(角丸 )

礫

群
接 合 X座標 Y座標

下 ○ ○ ○ ○ 短 丸

○ 長 角

○ ○ ○ ○ 長 丸

○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 長 角

下 ○ ○ ○ ○ 長 丸

○ ○ ○ 短 角

上 ○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ ○ 長 丸

○ ○ ○ ○ 長 角

○ 短 角

○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 長 丸

○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 短 丸

○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ 長 角

○ 長

○ ○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ ○ 短

上面 ○ ○ ○ 長

○ ○ ○ ○ 短

○ ○ ○ ○ 短

○ ○ 長

○ ○ ○ ○ 長

○ ○ ○ ○ 短 角

○ 長 角

下 ○ ○ ○ 短 丸

○ ○ ○ 短 角

上 面 ○ ○ ○ ○ 短 角

短 丸

○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ ○ 長 角

○ 長 角

○ 長 角

○ ○ 長 角

○ ○ 長 角

下 ○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 長 角

○ 短 角

○ ○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ ○ 短 角

○ 短 角

○ ○ ○ ○ 長 角

○ 短 角

○ 短 角

○ ○ ○ ○ 長 角

上 ○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ ○ 短 角

短 丸

○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 短

○ ○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ ○ 短

下 ○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 長

下 遺物不明

○ ○ ○ ○ 長 丸

○ 短

○ ○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ ○ 短

上 ○ ○ ○ ○ 短

○ 短 角

○ 長

○ ○ ○ ○ 短

○ 短

○ ○ ○ ○ 短

○ ○ ○ ○ 長 角

○ 長
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表26 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)出土遺物一覧 1(石器・ その他)

図
番
号

グ
物
号

遺
番

遺
物
名

石材 母岩
土

準

出

層 稿
ω

長 さ

(cm)
幅

(cm)
厚 さ

(cm)
塾
０

接 合 X座標 Y座標

石

石

909748221

909753991
909752831

90975.2891

909753851

909765301
909755411

909744281
909738681

909735761
909734501
909730521

909731301

石 909729071
909727011
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表27 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)出土遺物一覧 2(石器・その他)
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表28 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)出土礫の属性表 1

グ リ
遺物番号

枝
　
番

出土
層準

準
の
置

層
中
位

標高
(m) 熟

＜ｃｍ＞
幅

ｃｍ
縣
＜ｃｍ＞

塾
０

」
Ю
際

れ
割
％

割
の
合

ナ
○

×

脚
初
札

焼 け
(3段
階)

然

の
け

自
面
焼

自然面
の焼 け
%

面
け

れ
焼

割

の

割れ面
の焼 け
%

平面形
(長短 )

平面形
(角 丸 )

礫

　
群

接 合 X座標 Y座標

カクラン ○ ○ ○ 長 角

○ 短

上 ○ 長 角

下 ○ ○ ○ ○ 長 角

下 ○ ○ ○ 短

○ 短

○ 短

○ ○ ○ ○ 短 角

上 ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 長 角

○ 短 角

○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 短

○ ○ ○ ○ 長 角

上 ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 短

○ ○ ○ ○ 短

短 角

○ ○ 長

短 角

○ ○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ 短 角

○ 短 丸

○ ○ ○ ○ 短 角

下 ○ ○ ○ ○ 短 角

下 ○ ○ ○ ○ 短 角

下 ○ ○ ○ ○ 短 丸

上 ○ ○ ○ ○ 長

下 ○ ○ 長 丸

下 ○ ○ 短

上 ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 短 角

下 ○ ○ 短 角

○ 長 角

下 ○ ○ 短 角

下 ○ ○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ ○ 長

○ ○ ○ ○ 長 丸

○ 短

下 ○ ○ ○ ○ 長 丸

上 ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 長 角

○ ○ ○ ○ 長 角

○ 短 角

○ ○ ○ ○ 短 角

上 面 ○ ○ 長 丸

遺物不リ

下 ○ ○ ○ ○ 短 角

下 底 ○ ○ ○ ○ 長

下底 ○ ○ 長

○ ○ ○ ○ 短 丸

○ 長 角

○ 短 角

○ ○ ○ ○ 短 角

○ 短 角

○ ○ ○ ○ 長 角

上 ○ ○ ○ ○ 短 角

○ ○ ○ ○ 短 角 e0e66.420 |

○ ○ ○ ○ 長 角 6C-3461 90966.3541

○ ○ ○ ○ 短 角 90966.2481

○ ○ ○ ○ 短 90966.3901

○ ○ ○ ○ 短 角

上 ○ ○ ○ ○ 長 丸 90964.7491

○ ○ ○ ○ 短 角 909651681

○ ○ ○ ○ 短 角 90963.235 |

○ ○ ○ ○ 長 角 90961.6941

○ ○ ○ ○ 長 角 90962.4801

○ ○ ○ ○ 長 角 909671761

下 ○ ○ ○ ○ 短 角 90961.8601

下 ○ ○ ○ ○ 短 90961.623 |

下 ○ ○ ○ 長 90961.4541

下 ○ ○ ○ ○ 短 角 90961.4461

下 ○ ○ ○ ○ 短 角 909610391

下 ○ ○ ○ ○ 短 角 90961.5021

下 ○ ○ ○ ○ 短 角 e0961.449 |

下 ○ ○ ○ ○ 長 角 90961.645 
|

下 ○ ○ ○ ○ 長 角

下 ○ ○ ○ ○ 短 角

下 ○ ○ ○ 長 角

下 ○ ○ ○ 短 角 )u-JyJ 
I

90e60.503 
|

上 ○ ○ ○ 短 角 rc-3e2 | 90960.248 |

下 ○ ○ ○ ○ 長 丸 e0961.360 
|

○ ○ ○ ○ 短 角 90960.631 |

○ ○ 短 角 90961.534 |

下 ○ ○ ○ ○ 短 角 90962.549 |

○ ○ ○ ○ 短 角 90952.0221

○ 短 角 90952.4521

遺物不明 90951.805 |

○ 短 90951.908 |

○ ○ ○ ○ 短 角 90951.829 |
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表29 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)出土礫の属性表 2
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写真図版 1

1.貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)調 査の様

子 (ⅥSグ リッド周辺,南東から)

2.貫 ノ木遺跡

子 (ⅥSグ リ
(帝石パイプライン地点)調査の様
ッド周辺, ゴ助 らゝ)

3。 貫ノ木遺跡

土状況 (ⅥS
(帝石パイプライン地点)遺 物の出
グリッド周辺,遠景,東から)

4.貫 ノ木遺跡 (帝石パイプライ

土状況 (ⅥSグ リッド周辺 ,

ン地点)遺 物の出
遠景,西から)

5。 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライ

土状況 (ⅥSグ リッド周辺 ,

ン地点)遺 物の出
近景,北から)

6。 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライ

土状況 (ⅥSグ リッド周辺 ,

ン地点)遺 物の出
近景,西から)

7.貫 ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)錐 器 (図

番号 2)の 出土状況

8。 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)彫 器 (図

番号 3)の出土状況
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写真図版 2

1。 貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)二 次加工

のある剥片 (図番号16)の 出土状況

3.貫 ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)研 磨面の

ある石器 (図番号59)の 出土状況

4.貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)砥 石 (図

番号60)の 出土状況

6。 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)調 査の様子 (Ⅵ

Cグ リッド周辺,遠景,北東から)

2。 貫ノ木遺跡

(図番号44)

(帝石パイプライン地点)石 刃石核
の出土状況

Ⅲ a

Ⅲb

_」型生___Ⅳ b

Ⅳc

Ⅵ

Ⅶ

5.貫 ノ木遺跡 (帝石パイプライ

ン地点)土 層

7.貫 ノ木遺跡 (97道路改良地点)調 査の様子 (Ⅵ

Cグ リッド周辺,近景,北東から)

一-53-―



写真図版 3

1。 貫 ノ木遺跡 (97道路改良地点 )

(図番号 1)の 出土状況 (遠景)

ナイフ形石器

5.星光山荘 A遺跡 調査の様子 (遠景,東から)

2.貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)ナ イフ形石器
(図番号1)の 出土状況 (近景)

4。 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)Ⅵ Hグ リッド周
辺の完掘状況 (北西から)

閻靱II柵 |‐ 1‐■‐話鶉聰締 :

3。 貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)

出状況 (南東から)

6。 星光山荘 A遺跡 TP-1の 調査の様子 (南から)

8。 星光山荘 A遺跡 TP-3の完掘状況 (北から)
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貫ノ木遺跡 (帝石パイプライ

ーー55

写真図版 4

5cm0

ン地点)の主な出土遺物 1

骰
魃

・  2



写真図版 5

m

貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の主な出土遺物 2
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写真図版 6

“

～
"の

スケ呵 レ

“

のスケづ レ 64CI;( b*tv

貫ノ木遺跡 (帝石パイプライン地点)の主な出土遺物 3

1Ocm5cm
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写真図版 7

‐３11

貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の主な出土遺物 1
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g1Al?-)V 
#

写真図版 8

33(/.7r-tV 32A7\r-)v

貫ノ木遺跡 (97道路改良地点)の主な出土遺物 2

SK・ T-2

SK・ T観、SK・ T■のスケ→ レ

星光山荘 A遺跡の出土遺物
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